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漢
貌
洛
陽
城
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盟
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に
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に
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て

二
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城
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側
の
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水
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系

三
大
城
を
環
流
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水
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四
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側
の
穀
水
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系

五
、
金
谷
水
と
金
谷
の
所
在

結

語
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は

じ

め

現
在
、
東
洋
丈
庫
前
近
代
中
園
古
代
地
域
史
研
究
班
で
は
『
水
経
注
疏
」
の
輪
謹
を
進
め
て
い
る
。
朱
謀
埠
・
全
組
望
・
超
一
清
・
戴
震
の

校
勘
成
果
に
楊
守
敬
・
熊
舎
貞
が
施
し
た
疏
丈
は
細
綴
の
極
み
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
『
水
経
注
』
考
詮
の
到
達
貼
に
お
い
て
楊
熊
の

疏
丈
に
勝
る
も
の
は
な
く
、
そ
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
の
議
論
は
不
可
欽
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
考
古
皐
資
料
や
地
理
情
報
を
踏
ま
え

た
分
析
を
試
み
る
中
で
、
疏
丈
の
議
論
が
机
上
の
空
論
で
あ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
認
識
さ
れ
、
ま
た
錯
簡
や
桁
丈
が
随
所
で
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
も
疏
丈
の
内
容
に
限
界
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
而
し
て
現
地
で
の
地
勢
環
境
調
査
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
『
水
経
注
』
が
描
き
出

す
時
代
の
中
心
地
で
あ
り
な
が
ら
研
究
情
報
の
開
示
と
い
う
貼
で
遅
れ
が
否
め
な
い
洛
陽
に
て
研
究
活
動
を
始
め
る
に
い
た
っ
た
。
斯
し
て
五



年
に
亘
る
洛
陽
滞
在
中
に
盆
地
の
ほ
ぼ
全
域
に
お
い
て
踏
査
を
賓
施
し
た
が
、
そ
の
過
程
の
中
で
特
に
問
題
に
す
べ
き
と
考
え
た
の
が
都
城
の

存
立
環
境
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
水
環
境
は

(
2
)
 

る
と
い
え
る
。
然
る
に
、
洛
陽
盆
地
に
お
け
る
都
城
(
現
在
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
二
里
頭
・
催
師
商
城
・
東
周
玉
城
・
漢
貌
洛
陽
城
・
陪
唐
洛
陽

『
水
一
経
注
」
の
考
詮
に
止
ま
ら
ず
都
城
の
存
立
候
件
を
考
え
る
上
に
も
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

城
)
は
す
べ
て
洛
水
(
洛
河
)
の
河
流
を
機
軸
と
し
て
管
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
研
究
の
嗣
賄
が
洛
水
に
集
中
し
て
き
た
の
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
漢
貌
洛
陽
城
の
立
地
な
ら
び
に
河
床
、
水
質
、
水
量
な
ど
河
川
の
性
質
を
み
る
に
、
穀
水
(
谷
水
、
澗
河
)
と
い
う
洛
陽
盆
地
で
は

第
三
の
河
川
の
存
在
が
、
そ
の
存
立
を
支
え
る
水
環
境
と
し
て
は
須
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
穀
水
に
封
す
る
精

確
な
情
報
は
、
漢
貌
洛
陽
城
を
研
究
す
る
上
で
扶
く
べ
か
ら
ざ
る
基
礎
資
料
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
論
で
は
、
筆
者
が
洛
陽
滞

(
3
)
 

在
中
に
断
績
的
に
賓
施
し
て
き
た
地
勢
調
査
の
情
報
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
水
系
閲
連
遺
跡
の
立
地
状
況
や
新
た
な
護
掘
情
報
を
踏
ま
え
、

穀
水
の
河
遁
復
元
、
な
ら
び
に
都
城
の
存
立
環
境
に
お
け
る
穀
水
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

引

穀

に

つ

い

て
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(

4

)

(

5

)

 

洛
水
害
河
道
と
漠
貌
洛
陽
城
大
城
北
端
と
の
匝
離
は
約
五
キ
ロ
、
こ
の
匝
聞
で
一
七
メ
ー
ト
ル
も
の
比
高
が
あ
る
(
標
高
一
朱
吃
培
村
南
二

一
九
メ
ー
ト
ル
、
龍
虎
灘
村
東
一
一
一
一
一
二
メ
ー
ト
ル
、
龍
虎
灘
村
北
三
一

O
岡
這
沿
一
一
一
一
四
メ
ー
ト
ル
、
韓
旗
屯
村
西
一
一
一
一
八
メ
ー
ト
ル
、
金
村
南
一
一

一
一
一
一
一
メ
ー
ト
ル
、
金
村
内
中
州
渠
南
一
一
三
六
メ
ー
ト
ル
、
各
地
貼
の
間
隔
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
。
こ
の
南
北
に
一
/
二
九
四
と
い
う
勾
配
を
克
服
し

て
洛
水
か
ら
引
水
す
る
こ
と
は
現
賓
的
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
洛
陽
郊
匿
で
一
/
一

0
0
0強
、
値
帥
で
一
/
二
四

O
Oと
い
う
河
床
勾
配

を
も
っ
洛
水
の
性
格
か
ら
し
て
数
十
キ
ロ
上
流
か
ら
の
引
水
(
玉
城
大
橋
凶
側
の
標
高
は
一
一
一
一
七
メ
ー
ト
ル
、
現
在
必
田
地
よ
り
東
に
漢
貌
洛
陽
城
の
北

(
6
)
 

部
を
経
て
催
師
ま
で
中
州
渠
が
引
か
れ
て
い
る
)
な
ら
ま
だ
し
も
、
近
傍
で
の
取
水
は
事
賓
上
不
可
能
で
あ
り
、
別
の
水
系
を
活
用
し
溝
渠
に
よ
っ

(
7
)
 

て
都
城
に
導
く
方
法
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
そ
の
水
源
を
何
慮
に
求
め
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
漢
貌
洛
陽
城
の
西
方
で
非
季
節
性

(
8
)
 

と
安
定
し
た
水
量
の
確
保
と
い
う
候
件
を
備
え
て
い
る
河
川
は
穀
水
の
み
で
あ
る
。
穀
水
、
即
ち
現
在
の
澗
河
は
、
河
南
省
限
牒
観
音
堂
に
源
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を
護

L
、
酒
池
牒
・
新
安
解
を
経
て
洛
陽
市
(
郊
匝
)
に
入
っ
た
後
、
市
街
地
の
西
部
に
あ
る
東
周
玉
城
(
以
下
王
城
と
い
う
)
遺
祉
の
西
側
を

(
9
)
 

南
行
し
て
澗
西
匝
興
隆
秦
の
東
南
に
い
た
っ
て
現
洛
水
に
入
る
。
そ
の
全
長
は
一

O
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面
積
は
一
四
三

O
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
河
床
は
亜
粘
土
質
で
、
河
床
勾
配
は
一
/
二
三
八
で
あ
る
。
洛
陽
盆
地
第
三
の
河
川
に
し
て
渇
水
の
な
い
穀
水
こ
そ
漢
貌
洛
陽
城

と
い
う
巨
大
都
市
を
維
持
す
る
生
命
線
と
成
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
穀
水
を
導
く
た
め
の
溝
渠
を
陽
渠
と
稽
す
る
。
陽
渠
の
創
設
に
つ
い
て

は
、
漢
貌
洛
陽
城
の
基
礎
と
な
っ
た
成
周
築
城
の
際
に
周
公
旦
が
開
撃
し
た
と
す
る
記
事
が

「
水
経
注
』
巷
一
六
穀
水
僚
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
城
の
周
園
に
陽
渠
が
設
け
ら
れ
た
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
水
源
を
何
庭
に
求
め
た
か
は
明
確
に
な
ら
な
い
。
漢
貌
洛
陽
城
の
築

城
に
係
る
問
題
と
し
て
研
究
者
が
注
目
す
る
史
料
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

『
後
漢
書
」
巻
二
二
王
梁
惇

数
月
徴
入
、
代
欧
陽
鉄
清
河
南
手
。
梁
穿
渠
引
穀
水
注
洛
陽
城
下
、
東
寓
輩
川
、
及
渠
成
而
水
不
流
。
(
数
月
に
し
て
徴
さ
れ
て
入
り
、
欧
陽
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数
に
代
り
て
河
南
弔
ア
と
な
る
。
(
王
)
梁
、
渠
を
穿
ち
て
穀
水
を
引
き
洛
陽
城
の
下
に
注
し
、
東
し
て
輩
川
に
寓
が
ん
と
せ
し
に
、
渠
の
成
る
に
及
び
て
水

流
れ
ず
)
。

『
後
漢
書
』
巻
三
五
張
純
惇

明
年
、
上
穿
陽
渠
、
引
洛
水
鳥
漕
、
百
姓
得
其
利
(
明
年
(
建
武
二
四
年
、
紀
元
四
八
年
)
、
上
り
て
陽
渠
を
第
ち
、
洛
水
を
引
き
て
漕
と
な
す
に
、

百
姓
は
そ
の
利
を
得
た
り
)
。

(
川
)

王
梁
の
事
業
は
「
穿
渠
引
穀
水
」
を
以
て
「
引
穀
」
と
稽
さ
れ
、
張
純
の
事
業
は

『
水
経
注
』
穀
水
篠
に
「
堰
洛
水
以
通
漕
」
と
記
さ
れ
る
こ

と
か
ら
「
堰
洛
」
と
稽
さ
れ
る
。
で
は
雨
者
が
と
も
に
穀
水
か
ら
の
引
水
を
指
し
て
い
る
か
と
い
う
に
、
後
者
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
陽
渠
そ
の

も
の
に
封
す
る
認
識
も
異
な
る
。
以
下
に
代
表
的
な
も
の
を
示
す
。

①
陽
渠
と
は
、
城
南
に
あ
っ
て
洛
水
の
水
を
引
き
束
流
し
て
但
師
に
い
た
っ
て
再
び
洛
水
に
入
る
も
の
で
、
前
漢
長
安
の
濯
渠
に
倣
っ
た

(
H
)
 

も
の
。
具
程
的
に
大
城
の
西
南
、
現
値
師
市
東
新
庄
附
近
に
あ
る
洛
水
の
新
奮
河
遁
の
分
岐
貼
に
堰
洛
事
業
の
渠
首
を
設
定
す
る
見
解
も



(ロ)

あ
る
。陽

渠
と
は
、
そ
の
渠
首
が
漢
の
河
南
牒
城
の
西
南
に
あ
り
、
洛
水
を
引
い
て
同
牒
城
の
南
を
経
、
北
に
穀
水
を
穿
っ
た
後
、
元
々
存
在

(
日
)

し
て
い
た
奮
渠
遁
(
王
梁
の
開
墾
)
を
利
用
し
て
京
師
に
引
き
込
み
、
太
倉
、
鴻
池
肢
を
経
て
値
帥
で
洛
水
に
入
る
も
の
。

③
陽
渠
と
は
、
洛
陽
城
(
外
郭
)
外
の
東
南
角
に
お
い
て
洛
水
を
引
い
て
北
上
さ
せ
、
(
漢
)
上
東
門
の
東
七
里
で
西
に
折
れ
、
上
東
門

外
に
い
た
っ
て
環
城
の
河
流
に
繋
が
る
も
の
。

② 
論
貼
は
「
引
穀
」
と
「
堰
洛
」
と
が
同

(
あ
る
地
黙
で
の
合
流
も
合
む
)
の
溝
渠
を
指
す
(
②
)
か
否
か
(
①
③
)
で
異
な
る
。
雨
者
が
全
く
異

な
る
事
業
だ
と
す
れ
ば
渠
這
も
別
々
の
も
の
が
存
在
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
水
経
注
』
『
洛
陽
伽
藍
記
』
と
も
に
大
城
西
南
隅

で
の
渠
遁
を
記
し
て
い
な
い
。
伎
に
存
在
す
る
と
し
て
も
、
北
高
南
低
の
地
勢
上
そ
れ
は
城
南
に
限
ら
れ
、
ま
た
暴
れ
川
で
あ
る
洛
水
の
氾
濫

(
日
)

を
被
る
危
険
性
も
極
め
て
高
い
。
こ
の
よ
う
な
酷
か
ら
城
南
に
お
い
て
洛
水
か
ら
の
車
濁
溝
渠
を
引
く
と
す
る
①
の
認
識
に
は
賛
同
し
が
た
い
。

こ
れ
に
封
し
、
郭
縁
生
の
「
遠
征
記
」
(
「
太
平
御
覧
』
巻
一
九
O
居
庭
部
に
引
く
)
に
「
奮
於
王
城
之
東
北
開
渠
、
引
洛
水
、
名
目
陽
渠
(
も
と
王
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城
の
東
北
に
お
い
て
渠
を
聞
き
、
洛
水
を
引
く
、
名
づ
け
て
陽
渠
と
い
う
と
と
い
う
よ
う
に
、
玉
城
の
東
北
に
お
い
て
穀
水
(
河
道
あ
る
い
は
奮
渠

遁
)
に
洛
水
か
ら
引
い
た
渠
遁
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
(
洛
水
北
岸
の
段
丘
上
を
西
南
か
ら
東
北
に
流
れ
る
現
在
の
中
州
渠
の
存
在
が
参
考

に
な
る
)
o

し
た
が
っ
て
、
筆
者
と
し
て
は
②
が
安
首
な
解
稽
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
現
時
賄
で
は
決
定
的
な
材
料
を
持
ち
得
ず
、
今
後

の
考
古
撃
の
成
果
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
③
は
現
地
の
地
勢
(
後
連
)
か
ら
み
て
現
賓
的
に
成
立
し
難
い
。

以
上
「
引
洛
」
「
堰
洛
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
は
今
一
歩
の
考
詮
が
求
め
ら
れ
る
が
、
「
水
経
注
』
穀
水
僚
に
は
「
堰
洛
」
に
つ
い
て
「
是
渠
今

引
穀
水
、
蓋
純
之
創
也
(
こ
れ
渠
、
今
は
穀
水
を
引
く
、
蓋
し
純
の
創
り
し
も
の
な
り
)
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
穀
水
か
ら
の
引
水
に
係
る
水
系
を
穀
水

の
本
流
(
陽
渠
、
陽
渠
水
、
千
金
渠
と
も
記
さ
れ
る
)
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
臨
道
元
の
時
代
に
は
穀
水
の
流
れ
が
漢
貌
洛
陽
城
の
西
北
へ
と
導
か

れ
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
論
で
は
、
穀
水
す
な
わ
ち
陽
渠
を
一
つ
の
水
系
と
し
て
捉
え
、
そ
の
流
路
に
つ
い
て
大
城
西
側
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(
引
水
)
、
大
城
(
環
流
)
、
大
城
東
側
(
排
水
、
漕
運
)
の
一
一
一
段
に
分
け
て
論
述
し
て
い
く
も
の
と
す
る
(
圃
一
)

0
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圃一 穀水(陽渠)河遁園(中凶壮倉科皐院考古研究所洛l湯分館提供「洛陽古代都城地勢固」を蒸に作成)
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東周王城西北の五女家で確認される穀水奮河這(矢印は河這北岸線)と現河道の分

岐貼

Base: COROK A satellite phutographs are available from U. S. Geolugical Survey‘EROS Data 

Center. Sioux F allsヲ SD.USA

園二

大
城
西
側
の
穀
水
水
系

『
水
経
注
』
穀
水
僚
に
は
「
(
穀
水
)
又
東
過
河
南
牒
北
、
東
南
入

子
洛
(
(
穀
水
)
ま
た
東
し
て
河
南
懸
の
北
を
過
ぎ
、
東
南
し
て
洛
に
入
る
)
」

「
穀
水
又
運
河
南
玉
城
北
(
穀
水
ま
た
河
南
王
城
の
北
を
淫
る
)
」
「
洛
水

在
玉
城
南
、
穀
水
在
王
城
北
、
東
入
子
濯
(
洛
水
は
王
城
の
南
に
あ
り

穀
水
は
玉
城
の
北
に
あ
り
、
東
し
て
濯
に
入
る
)
」
な
ど
と
み
え
、
玉
城
の

北
側
を
穀
水
が
通
過
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
現
河
遁
は
こ
れ
ら
の

内
容
と
は
異
な
り
王
城
遣
祉
の
西
部
を
南
に
向
か
い
遣
祉
の
西
南
で
現

65 

洛
水
に
流
入
す
る
。
筆
者
は

「
水
経
注
』

の
記
載
内
容
を
頼
り
に
玉
城

遣
祉
の
西
北
部
を
調
査
し
、
西
工
直
五
女
家
の
北
部
に
お
い
て
奮
河
這

の
痕
跡
を
確
認
し
た
(
園
ニ
)

0

そ
し
て
、
洛
陽
騨
周
遣
の
微
妙
な
高

低
差
を
有
す
る
地
勢
よ
り
奮
河
遁
が
五
女
口
永
か
ら
臨
海
銭
路
沿
い
に
束

(
日
)

に
向
か
っ
て
い
る
貼
を
指
摘
し
た
。
こ
の
指
摘
は
二

O
一
一
年
末
に
護

表
さ
れ
た
王
矩
(
洛
陽
文
物
工
作
隊
)
「
谷
水
奥
洛
陽
諸
城
社
的
聞
係
初

(
口
)

探
」
に
お
い
て
賓
話
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
首
該
論
考
に
は
現
地
考

古
隊
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
報
告
(
①
西
工
匿
の
紗
廠
西
路
と
王
城
大
道
の

交
差
貼
に
あ
る
フ
オ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
販
責
府
敷
地
内
に
お
け
る
幅
(
南
北
)

(
M
M
)
 

約
ム

(
U
0
メ
ー
ト
ル
の
ゆ
士
(
河
床
に
沖
積
し
た
泥
砂
)
層
、
②
西
工
匿
の
遁
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(
四
)

南
路
南
側
の
中
儲
八
O
一
倉
庫
内
に
お
け
る
幅
(
南
北
)
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
の
様
土
層
、
③
老
城
匝
環
城
北
路
の
九
龍
官
官
旦
に
お
け
る
幅
(
南
北
)
八
O
メ
l

(
山
)

ト
ル
の
砂
土
層
)
が
示
さ
れ
て
い
る
。
非
公
開
の
内
部
資
料
で
あ
る
た
め
閲
覧
は
不
可
能
で
あ
り
直
接
検
誼
す
る
機
舎
は
な
い
が
、
河
中
逗
痕
を

(
引
)

捉
え
た
資
料
の
存
在
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
意
義
深
い
。

こ
の
他
、
七
一
路
周
遣
の
低
地
の
服
況
か
ら
、
洛
陽
騨
の
東
側
で
屈
折
し
王
城
の
東
城
壁
と
平
行
に
南
下
し
て
現
洛
水
に
至
る
河
遁
も
想
定

(

犯

)

(

お

)

さ
れ
た
。
こ
の
想
定
も
、
二

O
O
四
年
に
行
わ
れ
た
唐
宮
路
北
側
の
王
城
東
城
壁
護
掘
調
査
に
よ
っ
て
賓
誼
さ
れ
て
い
る
。
報
告
に
よ
る
と
二

期
に
渡
っ
て
築
造
さ
れ
た
城
壁
(
西
側
I
期
奇
士
一
戦
闘
前
中
期
、
東
側
E
期
努
土
一
戦
圏
中
後
期
)
の
両
側
で
水
溝
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(
圏
三

)
o
E
期
労
土
は
東
側
の
水
溝
遺
構
(
編
波
G
1
)
を
埋
め
た
後
そ
の
上
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
水
溝
遺
構
の
幅
は
調
査
直
域
内

で
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
も
一

0
メ
ー
ト
ル
(
遺
構
は
剥
査
匡
域
の
東
側
に
さ
ら
に
掻
大
)
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

I
期
奔
土
の
西
側
に
あ
る
水
溝
遣

構
(
編
競
G
2
)
の
か
土
居
か
ら
は
小
型
の
淡
水
巻
貝
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
水
溝
は
河
遁
で
あ
り
、

-
期
奇
土
側
面
の
護
岸
層
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(
戦
園
中
後
期
)
の
外
側
に
あ
る
こ
と
か
ら
漠
か
ら
唐
に
か
け
て
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(
遺
構
は
調
査
匝
域
の
西
側
に
さ
ら
に
三
0
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
擦
大
)
。
修
築
を
重
ね
な
が
ら
唐
代
ま
で
活
用
さ
れ
て
き
た
王
城
東
城
壁
の
雨
側
に
時
期
の
異
な
る
水
溝
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ

れ
る
。
二

O
一
O
年
九
月
か
ら
一

O
月
に
か
け
て
光
華
路
中
央
部
西
側
の
洛
陽
市
読
菜
副
食
品
有
限
公
司
敷
地
内
(
洛
陽
騨
束
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

(
糾
)

の
東
南
)
で
賓
施
さ
れ
た
護
掘
調
査
で
も
全
く
同
様
な
賦
況
が
確
認
さ
れ
て
い
る
(
首
該
現
場
に
お
け
る
唐
代
河
水
遺
構
の
幅
は
一
六
・
七
メ
ー
ト
ル
)

0

雨
調
査
現
場
は
南
北
の
位
置
闘
係
に
あ
り
、
こ
の
調
査
結
果
か
ら
王
城
の
東
北
直
書
一
に
お
け
る
唐
代
以
前
の
水
環
境
が
把
握
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
臨
海
銭
路
沿
い
に
穀
水
の
奮
河
遣
を
描
く
と
、
そ
の
河
這
は
必
然
的
に
含
嘉
倉
の
匝
域
内
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
る
。
然
る
に
、

洛
陽
市
博
物
館
の
調
査
報
告
「
洛
陽
陪
唐
含
嘉
倉
的
護
掘
」
掲
載
の
固
版
(
圃
四
)
で
は
、
老
城
(
金
明
清
洛
陽
城
)
北
閥
、
す
な
わ
ち
含
嘉
倉

城
遺
祉
内
に
お
け
る
河
遁
痕
(
幅
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
、
河
道
内
の
沖
積
約
二
一
メ
ー
ト
ル
)
お
よ
び
河
岸
埠
頭
祉
(
河
港
仮
の
北
側
に
弧
を
描
く
よ
う

に
張
り
出
し
た
地
形
。
細
か
く
砕
い
た
石
で
舗
装
さ
れ
た
地
面
と
護
岸
用
欄
干
柱
洞
四
基
が
あ
る
。
柱
洞
は
一
透
0
・
二
メ
ー
ト
ル
の
方
形
、
深
さ
約
0
・一二

(
お
)

メ
ー
ト
ル
)
が
確
認
で
き
る
。
遺
構
の
賦
況
は
、
『
大
業
雑
記
』
に
み
る
「
西
拒
王
城
、
東
越
濯
澗
、
南
跨
洛
水
、
北
蹄
谷
水
(
西
は
王
城
を
拒
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①現代層 ②唐代層 ③唐代層 ④漢代層

圏三 束)剖玉城東城壁遺士止調査断面園(トレンチ1)(1洛陽東周玉城東城壁遣社二00

四年度後掘筒報jより醇載、筆者一部修正)

園四 合嘉倉内の穀水河道および、埠頭遺才|上 (1洛陽陪唐含嘉倉的主主

掘」より韓載、筆者一部修正)
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み
、
東
は
濯
澗
を
越
え
、
南
は
洛
水
を
跨
ぎ
、
北
は
谷
水
を
除
え
る
と
に
符
合
す
る
。
こ
の
河
這
痕
に
つ
い
て
、
王
矩
は
陪
唐
洛
陽
城
陶
光
圏
内
の

(
お
)

渠
水
の
存
在
と
関
連
附
け
、
城
内
に
穀
水
の
本
流
を
直
接
引
き
込
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
河
床
勾
配
が
大
き
く
氾
濫
の
多
設
す

る
穀
水
の
本
流
を
域
内
に
引
き
入
れ
る
の
は
治
水
の
貼
で
危
険
性
が
高
く
、
ま
た
西
郭
城
壁
、
含
嘉
倉
城
壁
な
ど
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
構
造

的
、
防
衛
的
に
も
問
題
が
あ
り
現
賓
的
で
は
な
い
。
伎
に
城
壁
下
を
河
水
が
通
過
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
に
は
極
め
て
大
掛
か
り
な
(
石

造
)
水
利
施
設
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
大
規
模
な
遺
構
は
頻
繁
に
賓
施
さ
れ
て
い
る
首
該
地
匿
の
考
古
墜
調
査
で
も
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
然
り
乍
ら
、
皇
城
の
西
北
部
に
設
け
ら
れ
た
九
淵
池
の
存
在
を
考
え
る
に
、
そ
の
給
水
源
と
さ
れ
る
水
系
は
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

(
幻
)

な
ら
な
い
。
以
前
筆
者
は
穀
水
の
河
遁
は
陪
唐
洛
陽
城
の
西
郭
城
壁
の
手
前
で
改
遁
さ
れ
て
い
る
貼
を
指
摘
し
た
。
こ
の
貼
は
上
達
の
王
城
東

城
壁
の
琵
掘
調
査
に
よ
っ
て
誼
明
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
園
四
を
み
る
に
河
遁
痕
を
掘
り
抜
い
て
倉
害
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
北
貌
以

前
の
穀
水
河
遁
が
そ
の
ま
ま
機
能
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
酷
か
ら
、
奮
河
道
を
部
分
的
に
利
用
し
な
が
ら
も
規
模
を
相
嘗
に

68 

縮
小
し
た
幅
の
狭
い
細
渠
が
新
た
に
開
撃
さ
れ
、
西
郭
城
壁
の
下
か
ら
陶
光
園
に
引
き
込
ま
れ
て
九
洲
池
を
は
じ
め
と
す
る
城
内
の
苑
池
に
給

水
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
と
き
細
渠
は
陶
光
圏
内
を
東
西
に
貫
通
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
幅
は
狭
く
と
も
内
濠
の
役
割
を
晶
兼
ね

て
い
た
と
い
え
よ
、
つ
。

以
上
、
穀
水
の
河
遁
に
如
何
ほ
ど
の
造
成
が
加
え
ら
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
報
告
か
ら
み
る
に
幅
一

O
O
メ
l
ト

(
お
)

ル
に
達
す
る
河
遁
(
あ
る
い
は
渠
這
)
で
あ
っ
た
こ
と
、
現
在
の
臨
海
銭
路
沿
い
に
穀
水
が
東
流
し
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
然
る
に
、

こ
こ
に
お
い
て
一
つ
の
重
要
な
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
穀
水
(
河
道
あ
る
い
は
渠
道
)
が
濯
水
を
跨
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

問
題
で
あ
る
。

渥
水
す
な
わ
ち
現
在
の
渥
河
は
孟
津
牒
横
水
郷
舎
渥
溝
に
源
を
設
す
る
全
長
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
河
川
で
、
河
床
は
粘
土
お
よ
び
亜
粘
土

質
、
非
増
水
期
に
は
澗
れ
て
断
流
す
る
季
節
性
の
強
い
極
め
て
厄
介
な
河
川
で
あ
る
。
穀
水
が
こ
の
よ
う
な
性
質
を
も
っ
渥
水
と
交
差
す
る
と

い
う
賦
況
か
ら
し
て
相
官
に
大
掛
か
り
な
水
利
施
設
が
必
要
と
な
る
。
『
水
経
注
』
巻
一
五
一
渥
水
僚
に
「
渥
水
又
東
南
流
注
子
穀
、
穀
水
自
千



金
場
東
注
、
謂
之
千
金
渠
也
(
濯
水
ま
た
束
南
流
し
て
穀
に
注
ぎ
、
穀
水
は
千
金
掲
よ
り
東
に
注
ぐ
、
こ
れ
を
千
金
渠
と
い
う
な
り
)
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
も
、
千
金
喝
と
は
穀
水
の
跨
渥
問
題
克
服
の
た
め
に
涯
水
(
あ
る
い
は
合
流
後
の
濯
穀
水
)
に
築
か
れ
た
堰
堤
で
あ
る
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま

(
却
)し

穀
水
は
千
金
塙
か
ら
さ
ら
に
東
に
延
び
漢
貌
洛
陽
城
ま
で
至
る
が
、
渥
水
以
東
と
西
外
郭
張
分
溝
遣
社
以
西
の
聞
に
お
け
る
渠
遁
遺
構
に
つ

い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。
渠
遁
は
象
庄
村
の
西
南
西
に
あ
る
西
外
郭
の
附
近
よ
り
東
側
で
確
認
さ
れ
、
張
分
溝
を
含
め
て
三
支
に
分
流
す
る

(
却
)

(国一
)

0

北
側
の
渠
道
は
残
長
三
八

0
0
メ
ー
ト
ル
・
幅
一

o
l
一
五
メ
ー
ト
ル
・
決
土
層
の
厚
さ
二

l
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
側
の
渠
遁

は
残
長
三
五

0
0
メ
ー
ト
ル
・
幅
二

O
l
三

0
メ
ー
ト
ル
・
溌
土
層
の
厚
さ
三

l
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
『
漢
貌
洛
陽
城
遣
社
研
究
』
前
言
に

お
い
て
漢
貌
工
作
隊
の
隊
長
で
あ
る
鏡
圃
鮮
は
南
道
の
出
現
が
北
遁
よ
り
も
遅
く
使
用
期
間
も
長
期
に
及
ん
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
爾
遁

が
並
行
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
鰯
れ
て
い
な
い
。
張
分
溝
に
つ
い
て
考
古
隊
の
調
査
で
は
大
城
町
競
城
門
か
ら
西
に
延
び
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る
大
道
(
通
稽
闇
関
門
大
遁
)
と
西
外
郭
と
の
交
差
地
貼
(
斉
郭
村
と
龍
村
の
間
)
の
南
側
よ
り
現
洛
水
に
至
る
聞
の
約
二
八

0
0
メ
ー
ト
ル
を
検

(
訂
)

出
し
て
い
る
。
幅
は
一
五

1
三
0
メ
ー
ト
ル
、
北
が
狭
く
、
南
に
下
る
ほ
ど
慶
く
な
っ
て
い
る
。

大
城
を
環
流
す
る
穀
水
水
系

(

日

記

)

一
吐
舎
科
向
学
院
考
古
隊
が
七
三
年
と
九
三
年
に
護
表
し
た
二
つ
の
報
告
書
(
以
ド
七
三
年
報
告
、
九
三
年
報
告
と
い
う
)
に
は
、
金
塘
城
(
甲
・

(
お
)

乙
・
丙
城
の
三
城
)
の
周
園
を
含
め
て
大
城
の
城
壁
遺
構
の
外
側
に
設
け
ら
れ
た
護
城
河
(
外
濠
)
の
痕
跡
が
示
さ
れ
て
い
る
。

七
三
年
報
告
に
よ
る
と
、
穀
水
の
河
遁
が
護
城
河
に
流
れ
込
む
の
は
程
泉
村
の
東
北
に
あ
る
村
泰
暗
の
内
側
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
首
地
で
は

西
側
か
ら
流
れ
込
む
一
僚
の
比
較
的
規
模
の
大
き
な
湯
土
の
沖
積
溝
が
護
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
沖
積
溝
は
甲
城
の
西
南
部
で
三
支
に
分
流
す

る
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第
一
支
は
南
流
す
る
。
乙
城
と
丙
城
の
西
城
壁
の
外
側
を
城
壁
に
沿
っ
て
南
へ
流
れ
、
大
城
の
西
城
壁
に
あ
る
諸
々
の
城
門
の
前
を
順
次
通
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過
す
る
。
決
土
層
の
厚
さ
は
三
!
四
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
河
幅
は
北
側
よ
り
一
八
、
二
二
、

四

二
八
メ
ー
ト
ル
と
南
に
向
か
う
ほ
ど
慶
く

な
っ
て
い
る
。
河
遁
と
大
城
の
西
城
壁
と
は
一
定
の
間
隔
を
保
っ
て
い
る
。
町
山
競
城
門
(
漢
上
西
門
、
北
貌
間
関
門
)
で
は
域
内
へ
の
引
水
渠
の

(
孔
)

遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

第
二
支
は
東
流
す
る
。
乙
城
の
北
部
を
東
西
に
貫
通
し
、
そ
の
後
折
れ
曲
が
っ
て
東
南
に
流
れ
、
金
村
の
西
部
wu
披
城
門
(
漢
夏
門
、
北
貌

大
夏
門
)
の
と
こ
ろ
で
大
城
に
流
れ
入
る
。
引
水
渠
の
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
流
入
後
の
流
路
は
未
調
査
で
あ
る
。
丙
城
が
貌
耳
目
の
金

塘
城
な
ら
ば
、
金
塘
城
の
北
を
東
流
す
る
(
『
水
経
注
』
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
)
と
い
う
陽
渠
は
こ
の
河
這
遺
構
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
三
支
は
北
流
す
る
。
甲
城
の
西
城
壁
の
外
側
を
通
過
し
、
甲
城
を
環
流
し
て
程
泉
村
の
東
側
で
東
に
折
れ
、
第
二
支
に
平
行
し
て
東
に
向

か
う
。
雨
者
が
何
庭
で
合
流
す
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
第
三
支
の
開
撃
に
つ
い
て
は
甲
城
の
築
造
と
同
一
時
期
で
陪
末
の
李
密
に
よ
る
も

(
お
)

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

甲
城
よ
り
東
に
約
三

0
0
メ
ー
ト
ル
行
っ
た
中
州
渠
の
南
側
(
金
村
の
北
)
で
河
這
の
遺
構
(
第
二
支
に
繋
が
る
)
が
再
び
現
れ
、
東
に
流
れ

(
お
)

て
大
城
の
東
北
の
角
に
至
る
。
河
這
痕
は
北
城
壁
と
平
行
し
て
お
り
、
そ
の
間
隔
は
二

O
l
三
五
メ
ー
ト
ル
、
河
遁
の
幅
は
二

O
l
二
四
メ

l

70 

ト
ル
、
決
土
層
の
厚
さ
は
四
メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
す
る
。
さ
ら
に
河
遁
は
大
城
の
東
北
の
角
を
経
由
し
た
後
、
南
に
折
れ
曲
が
り
、
東
城
壁
に

沿
っ
て
南
に
向
か
う
。
そ
の
途
中
で
四
披

-
E
競

-
X
競
城
門
の
前
を
通
過
す
る
。
河
幅
は
一
八
、

二
九
、
四

0
メ
ー
ト
ル
と
南
に
向
か
う
ほ

ど
麿
く
な
っ
て
い
る
。
拶
土
層
の
厚
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
す
る
。

(

幻

)

(

お

)

大
城
の
南
側
で
は
太
宰
・
昨
潅
、
明
堂
、
霊
蓋
遣
社
が
確
認
さ
れ
て
い
る
(
園
五
)
。
こ
れ
ら
は
種
制
・
教
育
に
閲
す
る
重
要
な
建
築
で
あ

り
、
そ
の
建
築
群
の
立
地
を
み
る
に
、
大
城
南
城
壁
(
城
壁
遺
構
の
直
上
を
現
在
洛
水
が
流
れ
て
い
る
)
の
外
側
に
あ
っ
て
、
洛
水
奮
河
遁
が
南
に

大
き
く
湾
曲
す
る
部
分
の
北
岸
に
集
中
し
て
い
る
。
上
連
の
南
行
し
た
第
一
支
は
大
城
の
西
南
で
東
に
折
れ
、
南
城
壁
沿
い
に
躍
制
・
教
育
建

築
群
の
北
側
を
東
行
し
て
い
た
。
建
築
群
の
な
か
で
筆
者
が
最
も
注
目
し
て
い
る
の
が
明
堂
の
束
に
位
置
す
る
昨
濯
で
あ
る
。
首
該
遣
社
は
す

(
お
)

で
に
護
掘
さ
れ
て
お
り
、
洛
陽
城
の
水
系
を
論
じ
る
上
に
極
め
て
重
要
な
資
料
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
東
西
約
四
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
三
三
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メ
ー
ト
ル
の
大
型
方
形
基
壇
が
遺
構
の
北
寄
り
に
配
さ
れ
、
そ
の

四
面
に
門
闘
が
あ
る
。
遺
構
全
瞳
は
一
違
約
一
七

0
メ
ー
ト
ル
の

正
方
形
を
呈
し
て
お
り
、
北
・
束
・
西
の
三
面
で
は
水
道
(
環
水

溝
)
遣
社
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
調
査
報
告
に
よ
る
と
水
遁
は
、

現
洛
水
南
岸
の
築
堤
よ
り
一
八

0
メ
ー
ト
ル
・
幅
四
!
五
メ

l
ト

ル
で
直
線
的
に
南
下
し
、
大
型
方
形
基
壇
の
北
一
五
六
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
で
東
西
に
分
か
れ
る
。
西
に
は
一
八

0
メ
ー
ト
ル
直
行

し
た
後
左
に
折
れ
て
再
び
南
に
向
か
う
。
現
在
南
端
は
地
下
水
位

が
高
い
こ
と
よ
り
未
探
査
で
あ
る
が
、
南
行
す
る
部
分
の
残
長
は

71 

約
四

0
0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
東
に
も
一
八

0
メ
ー
ト
ル
直
行
し

た
後
右
に
折
れ
て
再
び
南
行
す
る
。
こ
ち
ら
も
現
在
南
端
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、
南
行
す
る
部
分
の
残
長
は
約
四
六

O
メ
l
ト

ル
(
約
一
八
0
メ
ー
ト
ル
南
行
、
屈
折
後
約
六
一
0
メ
ー
ト
ル
西
行
、
屈
折

後
約
二
五
0
メ
ー
ト
ル
南
行
)
で
あ
る
。
水
道
遺
構
の
調
査
か
ら
理

解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
北
側
よ
り
水
を
取
り
入
れ
、
東
西
に
分
流

す
る
か
た
ち
で
建
築
物
の
周
園
を
環
流
さ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
城
を
環
流
す
る
流
れ
は
何
庭
に
通
じ
て
い
た
か

園五

と
い
う
に
、
「
穀
水
周
圃
遺
城
、
至
建
春
門
外
、
東
入
陽
渠
石
橋

(
穀
水
は
周
り
園
み
て
城
を
透
る
、
建
春
門
の
外
に
歪
り
て
、
東
し
陽
渠
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の
石
橋
に
入
る
)
」
(
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
二
城
東
)
や
「
洛
陽
域
外
四
面
有

陽
渠
水
。
即
周
公
所
制
。
池
上
源
出
(
高
氏
延
蘭
本
は
ぷ
江
U

と
記
す
、

本
論
は
四
庫
全
書
に
擦
る
)
函
谷
、
東
流
注
城
西
北
角
、
何
分
流
、
緯
城

至
建
春
門
外
合
流
。
又
折
而
束
流
注
子
池
」
(
洛
陽
城
外
の
四
面
に
陽
渠

水
あ
り
。
即
ち
周
公
の
制
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
池
の
上
源
は
函
谷
に
出
で
、
東

楊守敬『水経注園JI洛陽城園J

流
し
て
城
の
西
北
の
角
に
注
し
、
の
り
で
分
流
し
、
城
を
繰
り
建
春
門
の
外
に

百
七
り
て
合
流
す
。
又
折
れ
而
し
て
東
流
し
て
池
に
注
す
)
」
(
『
太
平
麦
宇
記
」

巻
三
河
南
府
洛
陽
豚
故
洛
陽
城
十
二
門
に
引
く
『
輿
地
志
』
)
な
ど
か
ら
建
春

門
(
咽
競
城
門
)
の
前
で
合
流
し
束
に
延
び
る
渠
遁
に
流
れ
込
む
と
考

72 

え
ら
れ
て
い
る
。
然
れ
ど
も
、
北
高
南
低
に
し
て
一
七
メ
ー
ト
ル
も
の

高
低
差
を
有
す
る
漢
貌
洛
陽
城
で
は
水
は
北
か
ら
南
に
流
れ
る
の
で
あ

る
。
東
西
城
壁
の
外
側
に
お
け
る
護
城
河
は
北
狭
南
慶
一
で
あ
り
、
構
造

的
に
も
水
流
は
南
行
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
『
水
経
注
』

園六

の
記
載
の
ご
と
く
護
城
河
の
形
状
は
南
よ
り
東
に
回
り
込
ん
で
い
る
が

渠
水
が
北
に
流
れ
る
と
い
う
理
解
は
錯
誤
で
あ
る
。
然
る
に
、
こ
の
朕

況
に
お
い
て
一
つ
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
。
咽
競
城
門
外
で
渠
水
は

東
と
南
と
に
分
流
す
る
の
で
あ
り
、
西
護
域
河
か
ら
南
護
城
河
に
回
り

込
む
流
水
は
東
護
城
河
を
南
行
す
る
流
水
と
大
城
の
東
南
に
お
い
て
衝

突
し
捌
け
口
を
失
い
滞
流
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ



こ
に
先
述
し
た
昨
棄
の
環
水
溝
が
想
起
さ
れ
る
。
北
部
引
水
口
は
正
に
大
城
の
東
南
部
に
首
た
る
。
北
部
水
溝
の
み
が
醐
碑
造
り
で
あ
る
こ
と

も
滞
流
を
回
避
す
る
引
水
口
と
い
う
朕
況
下
で
考
え
る
な
ら
ば
構
造
を
補
強
す
る
と
い
う
貼
で
納
得
が
い
く
。
北
側
の
南
護
城
河
、
す
な
わ
ち

陽
渠
か
ら
引
水
し
昨
棄
の
周
園
を
環
流
さ
せ
て
洛
水
に
排
水
す
る
な
ら
ば
、
上
記
の
滞
流
問
題
は
幾
分
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

大
城
か
ら
排
出
さ
れ
る
大
量
の
流
水
は
幅
五
メ
ー
ト
ル
程
度
の
昨
棄
の
環
水
溝
だ
け
で
庭
理
で
き
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
こ
こ
で
「
穀
水
子
城

東
南
隅
、
枝
分
北
注
(
穀
水
は
城
の
東
南
隅
に
お
い
て
、
枝
分
れ
し
北
に
注
ぐ
)
」
(
『
水
経
注
』
穀
水
候
)
と
い
う
内
容
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
枝
分
か
れ
し
た
も
う
一
僚
の
溝
渠
が
存
在
し
て
然
る
べ
き
で
あ
り
、
楊
守
敬
も
「
水
経
注
園
』
「
洛
陽
城
園
」
に
お
い
て
東
行
す
る

溝
渠
を
描
出
し
て
い
る
(
園
六
)
。
大
城
の
東
南
部
は
洛
水
の
現
河
道
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
考
古
皐
調
査
も
不
可
能
で
あ
る
が
、
上
述
の
滞
流

と
排
出
に
封
す
る
疑
問
貼
、
並
び
に
後
述
す
る
催
師
考
古
隊
の
報
告
内
容
を
勘
案
す
る
に
、
東
南
隅
か
ら
排
水
に
係
る
分
校
が
出
て
い
た
と
考

(
的
)

え
る
べ
き
で
あ
る
(
次
章
に
て
詳
述
)

0

四

大
城
東
側
の
穀
水
水
系

73 

(
H
U
)
 

大
城
の
東
側
、
東
外
郭
内
に
お
け
る
水
系
は
と
い
う
に
、
考
古
隊
が
大
型
の
漕
運
水
道
と
し
て
認
識
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
大
城
の
四
競

城
門
の
外
側
で
は
、
城
内
か
ら
流
れ
出
し
た
排
水
渠
(
暗
渠
)
と
大
城
の
外
側
を
北
か
ら
流
れ
て
く
る
護
城
河
(
陽
渠
)
と
が
合
流
す
る
。
門

外
の
大
道
(
通
稽
建
春
門
大
道
)
に
沿
っ
て
そ
の
北
側
を
七

0
0
メ
ー
ト
ル
東
行
し
、
そ
の
後
大
道
の
南
側
に
出
、
東
南
東
に
向
か
い
大
石
橋
村

の
南
側
を
経
て
白
村
の
北
側
で
東
外
郭
と
交
差
す
る
。
こ
の
間
の
残
長
三
八

0
0
メ
ー
ト
ル
、

一
か
所
の
屈
折
部
が
あ
る
以
外
ほ
ほ
直
線
で
あ

る
。
大
城
東
壁
か
ら
大
道
と
交
差
す
る
ま
で
の
七

0
0
メ
ー
ト
ル
の
部
分
の
幅
は
九

O
l
一
0
0
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
ゆ
土
居
の
厚
さ
は
二

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
ま
た
交
差
後
大
遁
の
南
側
を
東
行
す
る
部
分
は
幅
三
五
l
六
0
メ
ー
ト
ル
、
地
表
面
か
ら
一

0
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
か
土

の
沖
積
が
あ
る
。
こ
の
極
め
て
幅
の
康
い
直
線
の
渠
這
は
大
型
船
舶
の
航
行
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
考
古
隊
の
大
型
漕
運
水
道
と
い
う
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認
識
も
支
持
さ
れ
よ
う
。
菅
の
馬
市
(
東
市
)
や
常
涌
倉
(
常
平
倉
)
、
北
貌
の
太
倉
や
租
場
と
い
っ
た
市
場
や
糧
倉
の
立
地
環
境
を
考
え
る
た
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め
の
貴
重
な
情
報
で
も
あ
る
。

以
上
の
内
容
は
束
外
郭
内
の
水
系
に
闘
し
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
昨
今
値
師
考
古
隊
に
よ
る
積
年
の
調
査
結
果
「
漢
貌
洛
陽
城
東
陽
渠
・
鴻

(
必
)

池
阪
考
古
勘
察
筒
報
」
も
公
開
さ
れ
た
。
首
該
報
告
は
、
①
東
外
郭
よ
り
束
に
向
か
い
値
師
商
城
内
を
通
過
し
て
鴻
池
阪
に
至
る
匝
間
(
以
下

東
陽
渠
西
匿
と
い
う
)
、
②
鴻
池
肢
遣
祉
、
③
鴻
池
肢
よ
り
東
に
向
か
い
畑
区
師
老
城
を
経
て
現
洛
水
に
注
ぐ
匝
聞
(
渠
道
遺
構
は
東
屯
村
東
山
瞬
の
南

ま
で
。
合
流
部
附
近
の
遺
構
は
現
洛
水
の
氾
濫
に
よ
り
消
滅
。
以
下
東
陽
一
長
束
匝
と
い
う
)
の
水
系
遺
構
を
検
出
し
た
も
の
で
、
枇
命
日
科
目
学
院
漠
貌
洛

陽
城
考
古
隊
の
調
査
を
補
充
し
て
徐
り
あ
る
極
め
て
重
要
な
成
果
で
あ
る
(
園
一
)

0

①
 
東
陽
渠
西
匿
の
渠
道
遺
構
(
一
二
六
0
0
メ
ー
ト
ル
)

韓
旗
屯
村
の
東
北
(
北
貌
建
春
門
遺
祉
の
束
)
白
村
の
北
・
臨
海
銭
路
の
北
約
一

0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
貼
(
北
貌
東
外
郭
)
華
潤
護
電
所

の
南
(
臨
海
銭
路
と
交
差
)
|
羊
二
庄
村
の
西
北
三
二

O
岡
道
と
交
差
)
|
南
察
庄
村
の
北
|
大
家
頭
村
の
北
|
前
社
棲
村
の
南
|
値
帥
商
城

(
お
)

遺
祉
の
中
央
部
僅
師
賓
験
中
島
ナ
の
南

渠
這
遺
構
は
黄
褐
色
土
層
(
唐
宋
期
も
し
く
は
そ
れ
以
降
)
の
下
に
あ
る
紅
褐
色
土
層
(
漠
貌
期
)
の
中
で
確
認
さ
れ
て
い
る
(
漠
貌
洛
陽
城

74 

東
外
郭
|
南
察
庄
村
一
幅
六
六
1
七
七
メ
ー
ト
ル
、
南
察
庄
村
|
前
杜
棲
村
一
幅
七
0
1
七
五
メ
ー
ト
ル
、
品
川
杜
棲
村
|
恨
師
商
城
・
幅
六
八
l
七
五
メ
1

ト
ル
、
催
師
商
城
鴻
池
阪
社
一
幅
七
六
l
八

0
メ
ー
ト
ル
)
。
渠
遁
遺
構
内
の
沖
積
は
大
家
頭
村
の
北
側
を
境
と
し
て
そ
の
東
西
で
異
な
る
(
以

西
一
黄
褐
色
の
合
砂
砂
土
。
以
東
一
上
層
は
赤
茶
色
の
粘
土
朕
決
士
、
下
層
は
青
褐
色
の
併
土
)
。
渠
遁
の
側
壁
は
基
本
的
に
垂
直
で
あ
る
。

② 

鴻
池
肢
遺
祉

値
師
商
城
遺
祉
の
東
南
部
(
束
一
高
庄
村
の
西
約
一
二
0
0
メ
ー
ト
ル
地
知
、
西
一
塔
庄
村
の
東
宝
三

O
園
這
の
東
側
、
北
一
洛
神
路
の
南
七
O
メ
l

(
叫
)

ト
ル
地
知
、
南
一
洛
水
の
改
道
に
よ
り
消
滅
)

0

鴻
池
肢
の
遺
構
も
漢
貌
期
の
紅
褐
色
土
層
中
で
確
認
さ
れ
て
い
る
(
沖
積
は
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
底
部
は
未
確
認
)
。
形
状
は
不
規
則
な
楕
固

形
を
呈
す
る
(
東
西
約
一
四
八
0
メ
ー
ト
ル
・
南
北
約
八
0
0
メ
ー
ト
ル
)
。
池
遣
は
そ
の
殆
ど
が
緩
傾
斜
を
な
し
て
い
る
が
、
西
北
の
陽
渠
が
流
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園七

入
す
る
と
こ
ろ
で
は
垂
直
で
あ
る
。
沖
積
の
状
況
(
上
層
一
赤
茶
色
の
粘
土
朕
砂
士
、
下
層

は
青
褐
色
の
か
土
)
か
ら
み
て
東
陽
渠
西
匿
の
渠
遁
と
鴻
池
肢
と
は
同
一
時
期
の
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
西
側
か
ら
流
入
す
る
陽
渠
の
影
響
で
鴻
池
肢
の
北
壁
は
白

然
と
掻
張
し
て
い
き
③
に
述
べ
る
東
陽
渠
東
匿
を
断
ち
切
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
考
古

隊
の
見
解
に
は
疑
問
が
残
る
(
園
七
)
。
北
よ
り
流
れ
込
む
二
伎
の
自
然
溝
と
の
関
係
も

含
め
鴻
池
阪
北
部
の
朕
況
は
今
後
を
期
す
問
題
と
い
え
る
。

鴻
池
肢
遣
祉
の
東
側
で
は
も
う
一
つ
の
池
沼
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
(
東
西
一
一
一
0
0

メ
ー
ト
ル
、
南
北

-
7
1
0
メ
ー
ト
ル
)
。
沖
積
状
況
(
茶
褐
色
の
腐
植
質
澄
土
と
青
褐
色
の
ゆ
土
)

は
鴻
池
肢
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
時
期
を
同
じ
く
す
る
軍
一
の
池
沼
あ
る
い
は
流
水
調
整

75 

池
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

③ 

東
陽
渠
束
匿
の
渠
遁
遺
構
(
五
八
0
0
メ
ー
ト
ル
)

華
夏
世
紀
城
(
マ
ン
シ
ョ
ン
街
匝
)
敷
地
内
|
値
帥
老
城
匝
の
北
|
山
化
郷
湯
泉
村
の
束

南
(
中
州
渠
と
合
一
)
東
屯
村
東
山
噴
の
南

渠
遁
遺
構
は
黄
褐
色
土
層
の
下
に
あ
る
漢
貌
期
と
さ
れ
る
薄
紅
色
土
層
中
で
確
認
さ
れ

て
い
る
(
鴻
池
阪
社
|
値
帥
老
城
一
幅
二
五
1
一
一
一
一
一
一
メ
ー
ト
ル
、
隔
世
師
老
城
|
東
屯
村
一
幅
一
二
O

ー
三
三
メ
ー
ト
ル
)

0

渠
這
遺
構
内
の
沖
積
層
は
薄
紅
色
の
花
土
で
、
底
部
に
若
干
の
溌
土

が
確
認
さ
れ
る
に
止
ま
る
こ
と
か
ら
流
水
の
有
無
が
問
題
と
さ
れ
る
。
渠
遁
の
側
壁
は
緩

傾
斜
を
な
し
て
い
る
。

④ 

南
北
に
走
る
自
然
溝
(
表
一
)
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表

一
東

陽
渠

調
査

匿
内

で
確

認
さ

れ
た

自
然

溝

香
競

所
在

地
探

査
恒

幅
(
日
1)

堆
積

層
地

表
下

堆
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土
陽

渠
・

鴻
池

阪
釣
!
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関
係
に
あ

国
一
中

長
さ

(
m
)

厚
さ

(
m
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深
さ

(
m
)

と
の

閥
係

る
亡

~III閑
析
谷

の
番

競

1
 

白
村

北
よ

り
碑

廠
路

450 
35-45 

7
 

1-2 
砂

を
含

ん
だ

沖
積

土
陽

渠
に

注
す

部
i韓

束
j蕎

⑬
 

2
 

南
察
!
土
村
内
・
第
二
麿
院

15.5 
10.8 

8.6
底

部
未

到
3.6 

沖
積

土
陽

渠
に

注
す

簸
箕

山
西
j幕

⑪
 

3
 

首
陽

山
環

球
桂

廠
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7.5

底
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未
1
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⑬
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三
五
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墳
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⑬
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前
中
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村
南
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43 

7底
部

未
到

2.8 
紅

色
粘

土
・

沖
積

土
陽

渠
と

交
差

大
洞

溝
⑬

 

7
 

前
社

棲
村

東
南

60 
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7.8
底

部
未

到
1.
5

 
沖

積
土

i湯
渠

と
交

差
大

東
海

⑬
 

8
 

日
下
天
泰
村
西
|
布

60 
52 

8
 

1.
5

 
沖

積
土

陽
渠

と
交

差
楊

嶺
城

西
海

⑪
 

9
 

新
新

路
の

東
3
5
m
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2

 
沖

積
土

鴻
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阪
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す

宮
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主
主
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⑬
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大
城
以
東
に
お
け
る
こ
僚
の
陽
渠
の
存
在
。

東
陽
渠
の
遺
構
は
考
古
調
査
で
は
ほ
ぼ
直
線
で
あ
る
。
こ
れ
に
釘
し
、
『
水
経
注
」
穀
水
僚
に
「
穀
水
又
束
、
左
池
一
矯
池
、
又
束
、
右
出

話
方
湖
(
略
)
。
穀
水
又
束
、
南
轄
、
屈
而
束
注
、
謂
之
玩
曲
(
略
)
。
穀
水
又
束
、
注
鴻
池
阪
(
穀
水
ま
た
東
し
て
、
左
迫
め
に
池
を
潟
し
、
ま

①
 

た
東
し
て
、
右
に
出
で
方
湖
を
潟
す
(
略
)
o

穀
水
ま
た
東
し
て
、
南
に
醇
じ
、
屈
し
て
東
に
注
ぐ
、
こ
れ
を
玩
曲
と
謂
う
(
略
)
o

穀
水
ま
た
東
し
て
、
鴻

池
阪
に
注
ぐ
こ
と
記
さ
れ
る
よ
う
な
左
右
に
折
れ
曲
が
る
渠
道
(
穀
水
)
の
形
状
は
趣
を
全
く
異
に
す
る
。
ま
た
、
自
然
溝
ま
で
検
出
し
て

い
る
考
古
隊
の
詳
細
な
報
告
で
は
あ
る
が
、
「
(
無
名
)
池
」
や
「
方
湖
」
と
い
っ
た
湖
沼
の
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
貼
か

ら
右
の
穀
水
候
の
件
は
前
章
末
に
述
べ
た
大
城
東
南
隅
の
分
枝
の
一
支
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
大
城
の
東
城
壁
か
ら
は
二
候
の
渠
這

(
い
ず
れ
も
陽
渠
と
稽
さ
れ
る
)
が
引
か
れ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
謂
わ
ば
、
考
古
隊
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
北
貌
建
春

(

刊

日

)

門
か
ら
束
行
す
る
渠
這
(
洛
陽
溝
と
も
栴
す
)
が
陽
渠
北
道
、
大
城
東
南
隅
か
ら
屈
曲
を
重
ね
て
東
行
す
る
渠
這
が
陽
渠
南
道
と
な
る
。
現
在

の
洛
水
が
漢
貌
洛
陽
城
の
大
城
南
城
壁
土
を
通
過
し
、
大
き
く
蛇
行
し
な
が
ら
値
師
市
街
地
の
南
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
地
勢
を
考
え
て

77 

み
る
に
、
大
城
の
東
南
隅
か
ら
東
に
延
び
る
陽
渠
南
遁
(
九
曲
漬
)
の
直
上
を
現
在
の
洛
水
の
河
這
が
通
過
し
て
い
る
と
い
う
想
定
も
可
能

(ω) 

で
あ
る
(
園
二
。

② 

幅
の
異
な
る
鴻
池
阪
東
西
の
渠
遁
。

東
陽
渠
の
西
匝
と
東
匝
と
は
直
線
的
に
繋
が
る
も
の
の
、
そ
の
幅
が
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
東
匝
は
断
ち
切
ら
れ
て
お
り
、
沖
積
賦
況

も
異
な
る
。
報
告
で
は
、
元
来
一
僚
の
人
工
渠
と
し
て
開
撃
さ
れ
た
も
の
が
、
改
修
を
重
ね
る
う
ち
に
渠
幅
が
異
な
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

(
叩
)

え
て
い
る
。
ま
た
、
七
、
八

0
メ
ー
ト
ル
も
の
渠
幅
を
持
つ
西
匝
の
使
用
頻
度
は
東
匝
に
比
べ
遥
か
に
高
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
西

匿
の
西
端
に
は
太
倉
(
常
漏
倉
)
も
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漕
運
に
活
用
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
漕
運
と
い

う
黙
を
考
え
る
な
ら
ば
、
物
資
は
洛
口
(
輩
豚
)
方
面
か
ら
搬
入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
船
舶
は
東
側
か
ら
の
入
渠
を
想
定
す
べ
き
で
あ
り
、
鴻

267 

池
岐
に
先
に
入
る
東
匡
が
規
模
の
貼
で
劣
る
の
は
不
可
思
議
で
あ
る
。
「
水
経
注
』
穀
水
僚
に
は
「
穀
水
ま
た
束
し
て
値
師
城
の
南
を
、
運
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(
日
)

る
」
と
あ
り
、
現
在
の
値
師
老
城
が
こ
こ
に
い
う
僅
師
城
で
あ
る
と
考
え
る
に
、
鴻
池
肢
遺
構
の
東
南
遺
り
に
東
側
か
ら
入
る
別
の
渠
遁
の

存
在
を
想
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
(
地
勢
か
ら
み
る
に
現
洛
水
の
氾
濫
原
の
卜
に
あ
る
と
い
う
可
能
性
は
否
め
な
い
)

0

五

金
谷
水
と
金
谷
の
所
在

逸
丈
を
蒐
集
し
た

「
水
経
注
』
に
は
首
然
そ
の
編
纂
段
階
に
お
い
て
錯
筒
、
断
筒
、
脱
漏
な
ど
の
問
題
が
護
生
し
て
い
る
。
上
達
し
た
陽
渠

に
閲
す
る
記
事
も
例
外
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
文
献
資
料
の
み
を
頼
み
と
す
る

『
水
経
注
』

の
解
緯
に
危
険
性
の
あ
る
黙
を
本
論
の
冒
頭

で
は
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
穀
水
水
系
に
係
る
金
谷
水
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

貌
音
の
洛
陽
で
は
貴
族
丈
化
が
花
聞
い
た
が
、
中
で
も
、
石
崇
隠
遁
の
塵
が
管
ま
れ
た
金
谷
に
集
っ
た
潜
岳
を
は
じ
め
と
す
る
金
谷
二
十
四

友
の
活
動
は
唐
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
は
、
洛
陽
の
丈
化
活
動
の
擦
賠
と
も
な
っ
た
金
谷
、
並
び
に
そ
の
谷
を
形
成
し
た
金
谷
水
と

『
水
経
注
』
穀
水
僚
で
は
千
金
喝
・
石
梁
(
畢
門
橋
)

-
石
梁
(
西
梁
)
に
関
す
る
件
と
金
塘
城
に
関
す
る
件
と
の
聞
に
金
谷
水
に
閲
す
る
記

78 

は
何
庭
に
所
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

事
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

穀
水
又
束
、
又
結
石
梁
、
跨
水
制
城
、
西
梁
也
。
/
穀
水
又
束
、
左
舎
金
谷
水
。
水
出
太
白
原
、
東
南
流
、
歴
金
谷
、
謂
之
金
谷
水
。
東

南
流
、
運
音
衛
尉
卿
石
崇
之
故
居
也
。
石
季
倫
「
金
谷
詩
集
・
紋
」
日
、
余
以
元
康
七
年
、
従
太
僕
卿
出
矯
征
虜
将
軍
、
有
別
塵
在
河
南

界
金
谷
澗
中
、
有
清
泉
茂
樹
、
衆
果
竹
柏
、
薬
草
蔽
騎
。
金
谷
水
又
東
南
流
、
入
子
穀
。
/
穀
水
又
束
、
運
金
塘
城
北
、
貌
明
帝
子
洛
陽

城
西
北
角
築
之
、
謂
之
金
塘
城
。
(
穀
水
ま
た
東
し
、
ま
た
石
梁
を
結
び
、
水
を
跨
ぎ
て
城
を
制
す
、
凶
梁
な
り
。
/
穀
水
ま
た
東
し
、
左
に
金
火
口
水

と
舎
す
。
水
は
太
白
原
に
出
で
、
東
南
流
し
、
金
谷
を
歴
る
、
こ
れ
を
金
谷
水
と
い
う
o

(

金
谷
水
)
東
南
流
し
、
亙
円
の
衡
尉
卿
、
石
崇
の
故
居
を
淫
る
な

り
。
石
季
倫
の
「
余
谷
詩
集
・
紋
」
に
日
う
、
「
余
、
元
康
七
年
(
二
九
七
)
を
以
て
、
太
僕
卿
に
従
り
出
で
て
征
虜
将
軍
と
な
る
、
別
麗
の
河
南
界
金
谷

澗
中
に
在
る
あ
り
、
清
泉
、
茂
樹
、
衆
果
、
竹
柏
、
薬
草
、
蔽
繋
あ
り
」
と
。
金
谷
水
ま
た
東
南
流
し
、
穀
に
入
る
。
/
穀
水
ま
た
東
し
、
金
塘
城
の
北



269 

余水j可河谷(左手が新安燃から来

る本流、右手ダムj胡がi塵水との分水

嶺である横川郷から来る支流)

園八ー二鳳風塁開析谷(左斜め上から右斜

め下への直線的影線)

園八ーー

Base: CORON A satellite photographs are available from U. S. Geological Survey‘EROS Data 
Center‘ Sioux Falls， SD. USA 

を
逗
る
、
貌
の
明
帝
、
洛
陽
城
の
西
北
角
に
お
い
て
こ
れ
を
築
き
、
こ
れ
を
金
靖
城

と
詔
?
っ
)

0

上
掲
の
記
事
の
順
序
か
ら
解
轄
す
る
な
ら
ば
、
謹
水
と
大
城
西
城
壁
の
聞
を
探

索
す
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
首
該
匝
域
に
は
、
居
住
空
間
と
し
て
利
用
で
き
る
麿

鏡
な
河
谷
を
形
勢
し
て
い
る
河
川
な
い
し
河
川
の
痕
跡
は
見
出
せ
な
い
。
強
い
て

比
定
す
る
な
ら
ば
、
孟
津
牒
鳳
風
蓋
村
南
側
の
開
析
谷
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
見
解
は
顧
租
百
円
の
『
謹
史
方
輿
紀
要
』
に
載
せ
ら
れ
、
以
降
金
火
口
を
鳳
風
蓋
の

開
析
久
口
に
充
て
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
。
筆
者
も
首
初
は
同
様
に
考
え
て
い
た
。

確
か
に

C
O
R
O
N
A
衛
星
霊
像
(
以
下
衛
星
霊
像
と
の
み
い
う
)
で
は
小
河
川
の

79 

影
線
が
確
認
で
き
、
現
地
調
査
に
お
い
て
も
河
這
の
痕
跡
は
確
認
し
た
(
圃
八
l

一
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
谷
底
は

V
字
形
を
呈
し
、
印
山
遺
縁
部
に
展
開
す
る
開

祈
谷
と
形
態
は
何
ら
嬰
わ
ら
な
い
。
若
干
規
模
の
大
き
い
古
街
道
が
設
け
ら
れ
た

(
日
)

夏
門
・
穀
門
か
ら
北
に
延
び
る
開
析
谷
と
比
べ
て
も
狭
小
で
あ
り
、
谷
聞
に
住
居

を
管
む
空
間
的
絵
地
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
水
経

注
』
穀
水
候
に
は
新
安
の
函
谷
闘
以
東
で
王
城
ま
で
の
聞
に
南
流
し
て
穀
水
に
入

一
方
、
現
在
の
金
水
河
は
王
城
遺
祉
の
西
方
に
位
置
し
て
い
る
が
、

る
中
規
模
河
川
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
。
楊
守
敬
『
水
経
注
園
』
の
よ
う
に
澗
水

僚
を
こ
れ
に
充
て
る
解
稗
も
あ
る
が
、
澗
水
に
関
す
る
記
載
そ
の
も
の
が
暖
昧

(
穀
水
と
澗
水
と
が
混
用
さ
れ
て
い
る
)
で
あ
り
、
金
水
河
の
形
状
と
一
致
す
る
内
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容
も
な
い
。
金
水
河
は
、
河
南
省
新
安
牒
正
村
の
西
南
に
源
を
護
し
、
子
皿
津
牒
を
経
て
、
黒
龍
洞
よ
り
洛
陽
市
(
郊
匝
)
に
入
り
、
洛
陽
市
童
…

湾
村
に
い
た
っ
て
澗
河
、
す
な
わ
ち
穀
水
に
入
る
。
全
長
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面
積
一
二

0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
河
床
は
粘
土
お
よ

ぴ
亜
粘
土
質
で
あ
る
。
現
在
非
増
水
期
で
も
断
流
は
見
ら
れ
ず
、
河
川
の
規
模
と
し
て
は
渥
水
に
匹
敵
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
薫
湾
村
の
北
側

で
あ
る
。
其
庭
で
は
西
北
(
新
安
牒
正
村
)
よ
り
流
れ
来
る
本
流
と
北
(
濯
水
と
の
分
水
嶺
に
あ
た
る
孟
津
豚
横
川
郷
)
よ
り
流
れ
来
る
支
流
が
合

流
す
る
が
、
そ
の
近
傍
で
は
本
流
支
流
と
も
に
極
め
て
大
き
な
河
久
口
を
形
成
し
て
い
る
。
衛
星
重
像
で
は
河
岸
段
E
を
有
す
る
慶
大
な
河
川
八
口
が

確
認
で
き
る
(
園
八
|
ニ
)
0

で
は
何
故
に
『
水
経
注
』

で
は
嘗
該
河
川
に
閲
す
る
記
事
を
快
く
の
か
。
鳳
風
蓋
聞
析
谷
と
金
水
河
河
谷
の
地
勢

を
比
較
し
て
み
る
に
、
筆
者
は
注
文
に
錯
簡
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
金
水
河
が
金
火
口
水
で
あ
り
、
そ
の
注
文
の
件
が

『
水
経
注
』
輯
校
の
段
階
で
前
後
し
て
描
入
さ
れ
た
(
本
来
な
ら
ば
玉
城
の
前
に
入
る
べ
き
)
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
論
擦
は
以
下
の
六
黙
で

(
U
A
)
 

あ
る
。②①  

『
陪
圭
日
』
巻
三

O
地
理
志
で
は
金
谷
水
は
新
安
解
の
牒
域
に
属
し
て
い
る
。
新
安
牒
は
陪
唐
洛
陽
城
の
西
隣
で
あ
る
。

(
日
)

五
胡
初
頭
に
劉
曜
は
石
勤
と
封
峠
し
た
際
、
金
谷
に
駐
軍
し
て
い
る
。
ま
た
、
陪
末
に
楊
玄
感
も
金
谷
に
駐
軍
し
て
い
る
。

80 

一
時
的
に

③ 
せ
よ
大
軍
が
駐
屯
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
大
規
模
な
河
谷
が
必
要
で
あ
る
。

洛
陽
出
土
墓
誌
を
通
覧
す
る
に
、
金
谷
郷
、
金
谷
原
と
明
記
さ
れ
る
出
土
地
は
、
紅
山
と
稿
さ
れ
る
洛
陽
市
西
北
端
の
匝
域
か
ら
洛
陽

(
日
)

空
港
の
あ
る
家
頭
村
近
郊
に
至
る
直
域
に
展
開
し
て
い
る
。
現
金
水
河
の
東
側
丘
陵
直
域
に
あ
た
る
。

一方、

一
九
二
七
年
に
鳳
風
蓋
村

か
ら
護
掘
さ
れ
て
い
る
陪
口
和
墓
誌
に
は
葬
地
と
し
て
河
陰
鳳
風
郷
鳳
風
里
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
鳳
恩
恵
豆
は
元
来
鳳
風
の
名

(
訂
)

を
有
す
る
地
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

④ 

活
岳
「
金
火
口
集
作
詩
」
(
『
文
選
』
租
銭
)
に
は
「
朝
護
菅
京
陽
、
タ
次
金
谷
椙
(
朝
に
亙
旦
尽
の
陽
を
愛
し
、
タ
に
金
谷
の
漏
に
次
る
)
」
と
あ

り
、
活
岳
の
閑
居
よ
り
石
崇
の
金
谷
別
邸
ま
で
の
距
離
が
大
方
理
解
さ
れ
る
。
唾
缶
の
閑
居
に
つ
い
て
外
村
中
は
「
閑
居
賦
」
(
『
文
選
」

春
一
六
志
下
)
を
詳
細
に
分
析
し
、
洛
水
お
よ
び
穫
制
建
築
群
と
の
位
置
闘
係
か
ら
漢
貌
洛
陽
城
の
南
、
南
城
壁
と
洛
水
河
岸
(
北
岸
)
と



(
出
)

の
間
に
あ
っ
た
と
み
る
。
誠
に
卓
見
で
あ
り
筆
者
も
こ
の
見
解
を
支
持
す
る
が
、
こ
の
比
定
地
を
以
っ
て
、
朝
に
閑
居
を
出
護
し
夕
方
に

金
谷
に
到
る
、
と
い
う
上
記
の
内
容
を
考
え
る
に
、
徒
歩
(
毎
時
四
キ
ロ
程
度
)
に
て
七
時
間
程
度
と
仮
定
し
て
み
る
と
、
二
八
キ
ロ
前
後

の
距
離
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
漢
貌
洛
陽
城
の
霊
墓
遣
社
か
ら
金
水
河
の
河
谷
に
あ
る
紙
坊
村
ま
で
の
直
線
距
離
は
約
二
七
・
五
キ

ロ
で
あ
る
。
因
み
に
霊
童
遺
跡
附
近
か
ら
鳳
風
蓋
ま
で
は
約
二
一
・
五
キ
ロ
、
筆
者
の
足
で
も
四
時
間
程
度
で
あ
る
。
朝
出
護
す
れ
ば
午

前
中
に
は
着
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

⑤ 

『
耳
目
書
」
巻
三
三
石
崇
俸
に
は
「
崇
有
別
館
在
河
陽
之
金
谷
、

一
名
梓
淳
、
迭
者
傾
都
、
帳
飲
子
此
罵
(
崇
が
別
館
の
河
陽
の
金
谷
に
あ

一
に
梓
淳
と
名
づ
く
、
迭
者
は
都
を
傾
け
、
こ
こ
に
帳
飲
す
)
」
と
記
す
。
梓
津
に
つ
い
て
は
金
水
河
の
上
流
部
(
横
水
郷
の
南
側

(
ぬ
)

に
源
流
を
も
っ
支
流
、
孟
津
牒
常
袋
郷
一
帯
)
で
あ
る
。
河
陽
に
つ
い
て
は
郭
長
軍
が
石
崇
「
金
谷
詩
絞
」
と
の
封
比
に
お
い
て
「
E

白
書
」
の

(ω) 

疏
誤
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
↓
咽
黙
を
踏
ま
え
て
墓
誌
資
料
を
通
覧
し
て
み
る
に
唐
代
の
墓
誌
で
は
あ
る
が
「
楊
仁
方
」
(
葬
地
・
叩
山
穀

る
も
の
あ
り
、

81 

陽
郷
金
谷
里
、
出
土
地
二
家
頭
村
と
慮
村
の
間
)
「
楊
基
」
(
葬
地
一
洛
州
河
南
豚
穀
陽
郷
金
火
口
里
、
出
土
地
一
洛
陽
市
)
で
は
穀
陽
郷
の
金
谷
里
と

(
臼
)

み
ら
れ
る
。
よ
っ
て
穀
陽
と
河
陽
と
を
取
り
達
え
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
穀
陽
の
金
谷
と
す
れ
ば
、
金
水
河
の
左
上
流
域
ま

で
含
め
た
匝
域
を
想
定
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

⑥ 

(
位
)

金
塘
城
の
手
前
の
翠
泉
村
内
で
穀
水
が
枝
分
か
れ
し
て
い
る
こ
と
は
考
古
皐
調
査
で
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
然
る
に
、
『
水
経
注
』

に
は
分
枝
に
関
す
る
記
載
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
金
塘
城
の
北
を
経
て
束
行
す
る
流
路
の
行
程
を
記
し
た
後
、
南
行
す
る
流
路
に
つ
い
て

は
閤
闇
門
を
通
過
す
る
時
貼
か
ら
突
如
と
し
て
記
載
が
始
ま
る
と
い
う
朕
況
で
あ
る
。
東
行
お
よ
び
南
行
す
る
流
路
が
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
西
北
隅
で
分
流
し
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
金
谷
水
の
件
の
末
尾
よ
り
金
塘
城
の
件
の
回
目
頭
に
至
る
二
六
字
(
上
掲

(
日
)

附
線
部
)
は
戴
震
の
増
補
で
あ
る
が
、
そ
の
典
擦
も
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
貼
か
ら
、
金
塘
城
に
繋
が
る
一
連
の
件
の
中
に
脱
漏

も
含
め
た
混
乱
が
生
じ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
鳳
風
蓋
開
析
谷
へ
の
比
定
は

『
水
経
注
』
に
お
け
る
金
谷
水
の
件
の
描
入
位
置
に

271 

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
是
非
の
如
何
で
擦
り
所
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
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以
上
、
金
水
河
を
金
谷
水
に
、
そ
し
て
そ
の
河
谷
を
金
谷
に
充
て
て
考
え
る
べ
き
論
擦
を
示
し
た
。
金
谷
を
金
水
河
の
近
傍
に
充
て
て
考
え

(

刷

出

)

る
と
い
う
方
向
性
は
二

O
O
三
年
に
地
元
研
究
者
で
あ
る
郭
長
軍
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
論
擦
が
暖
昧
で
多
分
に
主
観
的
な
傾

向
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
筆
者
と
し
て
は
取
り
立
て
て
気
に
掛
け
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
『
水
経
注
』
穀
水
僚
に
お
け
る
穀
城

牒
城
の
所
在
を
考
え
る
た
め
に
行
っ
た
金
水
河
流
域
の
踏
査
の
過
程
で
、
『
水
経
注
」
に
金
水
河
の
存
在
が
抜
け
落
ち
て
い
る
貼
を
見
出
し
た
。

同
時
に
、
並
行
し
て
行
っ
て
き
た
鳳
風
蓋
開
析
谷
の
環
境
調
査
で
は
石
崇
の
「
金
谷
詩
毅
」
に
み
ら
れ
る
果
樹
園
や
池
沼
の
成
立
す
る
空
聞
が

鳳
風
蓋
の
開
析
谷
に
は
存
在
し
え
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
唾
缶
閑
居
と
石
崇
別
麗
と
の
距
離
関
係
か
ら
み
て
も
金
水
河
を
金
谷
水
に
充
て
て

(
出
)

考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
。

4.士
F口

五
日

三
口

筆
者
は
、
洛
陽
盆
地
の
中
央
に
位
置
し
、
後
漢
・
貌
・
菅
・
北
貌
主
朝
の
都
と
し
て
数
百
年
の
永
き
に
渡
っ
て
経
菅
さ
れ
た
漢
貌
洛
陽
城

82 

(
及
び
そ
れ
を
取
り
巻
く
集
落
立
地
)
を
長
年
に
渡
り
研
究
の
封
象
と
し
て
き
た
。
卓
越
し
た
陪
史
環
境
を
有
す
る
貼
、
そ
し
て
郊
外
の
農
村
部

に
展
開
す
る
た
め
遺
跡
の
保
存
環
境
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
賄
を
以
っ
て
、
都
城
存
立
の
要
因
を
そ
の
環
境
と
の
関
係
に
お
い
て
考
究
す
る
上

で
鈴
り
あ
る
情
報
を
牧
集
で
き
る
存
在
で
あ
る
と
認
識
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
論
で
は
、
洛
陽
と
い
う
巨
大
な
都
市
が
管
ま
れ
る
上

に
須
要
な
水
環
境
、
そ
の
中
で
も
取
分
け
重
要
な
地
表
水
系
で
あ
る
穀
水
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
洛
陽
が
卓
越
し
た
地
下
水
脈
の

(
侃
)

上
に
管
ま
れ
て
い
る
貼
も
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
洛
水
、
伊
水
、
濯
水
水
系
の
問
題
も
含
め

『
水
経
注
』
や
『
洛
陽
伽
藍

記
』
の
再
検
詮
と
い
う
課
題
も
控
え
て
い
る
。
本
論
の
議
論
が
漢
貌
洛
陽
城
に
止
ま
ら
ず
中
園
古
代
都
城
の
存
立
環
境
を
考
究
す
る
上
で
の
布

石
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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註(
1
)

束
洋
文
庫
前
近
代
中
園
古
代
地
域
史
研
究
班
で
は
輪
讃
の
底
本
と

し
て
北
京
科
挙
出
版
枇
版
の
熊
曾
貞
稿
本
影
印
本
(
一
九
五
七
年
)

を
用
い
て
い
る
が
、
本
論
へ
の
引
用
に
つ
い
て
は
近
刊
の
陳
橋
騨
復

校
『
水
経
注
疏
』
(
江
蘇
士
円
籍
出
版
壮
、
一
九
八
九
年
)
を
底
本
と

し
て
使
用
し
て
い
る
。
錯
筒
、
錯
誤
な
ど
大
き
な
問
題
が
あ
る
黙
に

つ
い
て
は
そ
の
都
度
注
記
を
加
え
る
が
、
疏
文
の
扱
い
な
ど
に
一
言
及

す
る
紙
幅
が
な
い
こ
と
か
ら
、
『
水
経
注
』
の
経
文
お
よ
び
注
文
を

本
文
中
に
引
用
す
る
場
合
、
基
本
的
に
陳
橋
騨
復
校
本
を
用
い
る
も

の
と
す
る
。
疏
文
も
含
め
た
研
究
に
つ
い
て
は
東
洋
文
庫
前
近
代
中

園
育
代
地
域
史
研
究
班
の
成
果
と
し
て
逐
次
刊
行
し
て
い
る
(
段
刊

『
水
経
注
疏
諜
注
』
清
水
編
上
二

O
O
八
年
、
下
二

O
一
一
年
)
。

(
2
)

治
水
と
伊
水
の
二
大
河
川
の
河
床
は
砂
機
質
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
洛
陽
盆
地
の
地
下
に
は
多
量
の
地
下
水
が
貯
w
概
さ
れ
て
お
り
、

洛
陽
盆
地
で
は
現
在
で
も
至
る
所
で
地
下
水
を
利
則
し
て
の
潅
瓶
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
洛
陽
は
ま
さ
し
く
水
瓶
の
上
に
管
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
園
都
と
し
て
多
く
の
人
口
を
抱
え
る
都
城
に
最
も
必
要

な
飲
料
水
の
供
給
と
い
う
問
題
に
関
し
て
卓
越
し
た
候
件
を
有
し
て

い
る
。
都
城
の
水
環
境
と
い
う
と
動
も
す
れ
ば
地
表
水
に
覗
貼
が
集

中
し
が
ち
で
あ
る
が
、
飲
料
水
と
し
て
利
用
さ
れ
る
地
卜
水
の
重
要

性
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
本
論
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
地
表
水
に

つ
い
て
言
及
す
る
に
止
め
る
。
地
下
水
の
貯
蔵
状
況
に
つ
い
て
は
、

拙
著
『
千
年
帝
都
洛
陽
ー
ー
そ
の
遺
跡
と
人
文
・
自
然
環
境
|
|
」

雄
山
関
、
二

O
一
O
年
、
五
五
・
五
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

河
川
の
名
稽
標
記
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
穀
水
、
治
水
、
伊
水
、

一
渥
水
な
ど
の
よ
う
に
奮
河
川
名
を
用
い
、
金
水
河
の
よ
う
に
現
河
川

を
特
に
意
識
し
た
場
合
の
み
現
名
を
用
い
る
。

(
3
)

中
園
で
は
外
岡
人
に
よ
る
後
掘
・
測
量
は
原
則
と
し
て
許
叶
さ
れ

て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
の
ニ
一
日
う
訓
査
と
は
踏
査
(
枇
曾

科
向
学
院
考
古
隊
了
承
)
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
漫
然
と
遁
逢
す
る
も
の

で
は
な
く
、
『
水
経
注
』
『
洛
陽
伽
東
記
」
な
ど
の
文
献
史
料
を
如
何

に
語
み
解
く
か
を
前
提
と
し
た
賓
地
調
査
で
あ
る
。
毎
回
調
査
匡
域

を
劃
し
、
地
表
而
の
状
況
、
地
形
の
形
状
、
お
よ
び
耕
地
断
面
に
お

け
る
地
層
の
確
認
作
業
を
主
と
し
て
行
な
う
も
の
で
あ
り
、
散
在
す

る
遺
物
、
文
化
暦
中
に
包
含
さ
れ
る
遺
物
の
確
認
調
査
も
並
行
し
て

行
な
っ
て
い
る
。
二

O
O
四
年
よ
り

O
九
年
に
か
け
て
首
該
調
査
法

に
よ
り
洛
陽
盆
地
内
部
お
よ
び
丘
陵
部
の
賦
況
は
可
能
な
限
り
把
握

し
た
。
本
文
中
に
言
う
現
地
調
査
の
情
報
公
開
と
は
、
上
記
の
成
果

を
公
開
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
本
論
で
は
漢
貌
洛
陽
城

大
城
内
の
水
系
に
関
す
る
ニ
一
日
及
を
避
け
た
。
現
在
考
古
隊
に
よ
っ
て

断
績
的
に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
も
あ
り
、
文
化
層
の
堆
積

の
複
雑
さ
な
ど
を
勘
案
す
る
に
、
軽
々
に
議
論
を
加
え
る
こ
と
は
い

た
ず
ら
に
推
測
を
重
ね
る
こ
と
に
し
か
成
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
4
)

洛
水
奮
河
這
に
つ
い
て
は
拙
著
『
千
年
帝
都
洛
陽
ー
ー
そ
の
遺
跡

と
人
文
・
自
然
環
境
|
|
』
前
掲
註

(
2
)
、
一
一
一
八
・
二
一
九
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
5
)

九
六
城
と
稽
さ
れ
る
漢
代
の
城
汁
一
を
指
す
。
北
貌
で
は
外
郭
城
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
内
城
と
な
る
。
な
お
、
本
論
の
内
容
に
前
漠

期
に
鰯
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
に
言
、
っ
漢
と
は

83 
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後
漢
を
指
す
も
の
と
す
る
。
ま
た
漠
貌
洛
陽
と
は
後
漢
よ
り
北
貌
に

至
る
洛
陽
を
い
う
。

(
6
)

一
九
五
九
年
の
開
撃
と
さ
れ
る
中
州
渠
は
、
現
穀
水
と
現
洛
水
の

合
流
部
よ
り
、
穀
水
が
洛
水
に
注
ぎ
込
む
返
り
水
の
水
一
墜
を
利
則
し

て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
北
岸
の
段
丘
L
L
を
束
に
流
し
老
城
へ
と
導
く

も
の
で
あ
る
。
老
城
近
く
に
な
る
と
、
現
治
水
と
の
高
低
差
は
一

0

メ
ー
ト
ル
に
遣
し
、
さ
ら
に
山
山
か
ら
の
等
高
線
は
北
よ
り
南
へ
引

か
れ
る
の
に
封
し
て
、
中
州
渠
は
老
城
の
南
側
か
ら
等
高
線
に
逆
ら

っ
て
南
よ
り
北
へ
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
規
模
に

比
し
て
常
該
工
事
に
闘
す
る
資
料
は
少
な
く
、
さ
ら
に
短
期
間
で
終

了
し
て
い
る
。
士
円
陽
渠
の
遺
構
を
再
利
用
も
し
く
は
参
考
に
す
る
か

た
ち
で
現
在
の
中
州
渠
が
設
計
さ
れ
た
こ
と
は
想
定
し
て
し
か
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
拙
著
『
千
年
帝
都
洛
陽
ー
ー
そ
の
遺
跡
と
人
文
・
自

然
環
境
|
|
』
前
掲
註
(
2
)
、
一
一
一
一
一
一
l
二
二
六
頁
。

(
7
)

劉
曙
光
は
洛
水
か
ら
の
引
水
の
危
険
性
と
地
勢
的
に
み
た
場
合
の

非
現
賓
性
を
説
く
(
劉
曙
光
「
漢
貌
洛
陽
研
究
四
札
」
『
中
原
文

物
』
一
九
九
六
年
特
刊
)
。
こ
の
貼
で
筆
者
の
見
方
と
軌
を
一
に
す

る
。
た
だ
し
、
城
南
の
匝
域
を
通
過
す
る
の
み
で
十
分
と
す
る
な
ら

ば
治
水
か
ら
の
引
水
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
8
)

洛
陽
盆
地
の
河
川
情
報
に
つ
い
て
は
拙
著
『
千
年
帝
都
洛
陽
|
|

そ
の
遺
跡
と
人
文
・
自
然
環
境
|
|
』
前
掲
註
(
2
)
「
洛
陽
盆
地

の
水
文
環
境
」
四
二
[
五
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
9
)

現
河
遁
の
状
況
は
『
水
経
注
』
穀
水
候
「
孝
昭
日
、
治
水
在
王
城

南
、
穀
水
在
王
城
北
、
東
入
子
漣
。
至
霊
王
時
、
穀
水
感
、
出
子
玉

城
西
、
而
南
流
合
子
洛
。
雨
水
相
格
、
有
似
子
閥
、
而
致
玉
城
西
南

也
。
穎
容
著
春
秋
篠
例
一
ゴ
口
、
西
城
梁
門
枯
水
慮
、
世
謂
之
死
穀
、
是

也
(
孝
昭
H
く
、
「
洛
水
は
玉
城
の
南
に
あ
り
、
穀
水
は
王
城
の
北

に
あ
り
、
東
し
て
涯
に
入
る
。
霊
王
(
紀
元
前
五
七
一
jilt-

、
紀
元
前
五

四
五
)
の
時
に
至
り
、
穀
水
盛
な
り
て
、
王
城
の
西
に
出
で
、
而
し

て
南
流
し
洛
に
合
す
。
雨
水
は
相
い
格
し
、
闘
す
る
に
似
た
る
あ
り
、

而
し
て
王
城
の
西
南
を
致
す
な
り
」
と
。
穎
容
は
『
春
秋
篠
例
」
を

著
し
て
二
日
う
、
「
西
城
梁
門
が
枯
水
の
慮
、
世
に
こ
れ
を
死
穀
と
い

う
は
、
こ
れ
な
り
」
と
o
)
」
に
み
る
死
穀
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

(
日
)
「
後
漢
書
」
の
本
紀
中
に
は
開
撃
に
闘
す
る
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。

王
梁
惇
の
記
事
が
「
工
八
年
、
従
い
て
桃
城
を
救
う
、
云
々
」
「
七
年
、

有
司
劾
し
て
こ
れ
を
奏
す
、
云
々
」
の
雨
記
事
の
聞
に
置
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
建
武
五
年
(
紀
元
二
九
年
)
の
開
撃
が
想
定
さ
れ
る

の
み
で
あ
る
。
下
工
梁
停
で
は
渠
首
の
具
龍
的
な
地
結
が
明
ら
か
に
は

な
ら
ず
、
完
成
後
に
水
が
流
れ
な
か
っ
た
と
い
う
貼
も
気
に
か
か
る
。

(
日
)
史
念
海
「
我
園
古
代
都
城
建
立
的
地
理
要
素
」
『
中
凶
古
都
研

究
』
第
二
輯
、
漸
江
人
民
出
版
壮
、
一
九
八
六
年
、
二
一
頁
。

(
ロ
)
段
鵬
埼
「
漢
貌
洛
陽
由
民
自
然
河
流
的
開
設
和
利
用
」
(
社
金
鵬
・

銭
岡
鮮
『
漢
貌
洛
陽
城
遺
祉
研
究
』
科
早
出
版
枇
、
二

O
O七
年
、

一
六
七

i
一
六
九
頁
、
原
載
『
慶
祝
蘇
乗
埼
考
古
五
十
五
年
論
文

集
』
文
物
出
版
壮
、
一
九
八
九
年
)

0

(
日
)
李
潤
田
「
自
然
保
件
針
洛
陽
城
市
歴
史
後
展
的
影
響
」
『
中
園
古

都
研
究
』
第
三
輯
、
断
江
人
民
出
版
祉
、
一
九
八
七
年
、
一
八
二

i

一
八
三
一
良
。

(
日
)
楊
寛
『
中
国
古
代
都
城
制
度
史
研
究
」
上
海
古
籍
出
版
祉
、

九
三
年
、
一
四
五
頁
。

84 
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(
日
)
仮
に
こ
の
渠
遁
が
存
在
し
得
た
場
合
、
治
水
の
河
道
印
刷
究
更
の
要
因

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
枇
舎
科
血
甲
子
院
考
古
隊
で
は
、
西

石
橋
村
あ
た
り
か
ら
漢
貌
洛
陽
城
の
南
を
抜
け
る
渠
這
が
あ
り
、
こ

れ
に
一
万
代
の
河
川
大
増
水
期
に
河
水
が
一
気
に
流
れ
込
ん
で
河
道
愛

移
を
起
こ
し
た
と
み
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
具
樫
的
な
渠
道
を

指
摘
し
て
お
ら
ず
、
「
水
経
注
』
に
洛
水
か
ら
直
接
大
城
の
西
南
に

到
る
水
系
が
一
不
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
漠
貌
期
に
お
け
る
大
城
西

南
の
渠
這
の
存
在
に
は
育
定
的
で
あ
る
。
漢
貌
洛
陽
城
放
棄
後
に
建

設
さ
れ
た
新
洛
陽
城
(
陪
唐
洛
陽
城
)
の
漕
運
に
川
用
い
ら
れ
た
渠
水

に
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
(
銭
園
鮮
『
漠
貌
洛
陽

城
遣
社
研
究
」
「
前
一
百
」
前
掲
註
(
ロ
)

)

0

(
凶
)
拙
著
「
東
漠
貌
耳
目
南
北
朝
都
城
境
域
研
究
』
洛
陽
博
物
館
文
化
叢

書
、
二

O
O九
年
、
七
九
1
八
二
一
員
、
『
千
年
帝
都
洛
陽
ー
ー
そ
の

遺
跡
と
人
文
・
自
然
環
境
|
|
』
雄
山
閣
、
二

O
一
O
年
、
二
二
六

1

二
二
七
頁
。
ま
た
、
推
定
穀
水
奮
河
這
が
東
周
王
城
と
陪
唐
洛
陽

城
の
設
計
規
格
と
需
援
な
閥
係
を
有
し
て
い
る
貼
に
つ
い
て
も
後
者

二
二
八
[
二
三

O
頁
に
て
詳
述
し
て
い
る
。

(
口
)
洛
陽
市
考
古
隊
の
ボ
ー
リ
ン
グ
制
査
(
鈷
探
)
報
告
も
昨
今
刊
行

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
(
洛
陽
市
文
物
鈷
探
管
理
灘
公
室
「
洛
陽
文
物

鈷
探
報
告
』
第
一
輯
・
第
二
輯
、
文
物
出
版
祉
、
二

O
O
八
年
)

0

し
か
し
な
が
ら
、
王
矩
「
久
口
水
奥
洛
陽
諸
城
社
的
関
係
初
探
」
(
『
考

古
』
二

O
一
一
年
第
一

O
期
)
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
報
告
は
『
洛
陽
文
物
鈷
探
報
告
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
新

情
報
(
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
資
料
室
状
寂
の
内
部
資
料
)
で
あ
る
。

(
同
)
洛
陽
市
文
物
鈷
探
管
理
灘
公
室
資
料
室
「
二

0
0
八
年
一
一
月
洛

陽
市
文
物
鈷
探
管
理
操
公
告
・
洛
陽
市
第
二
文
物
工
作
隊
鈷
探
」

(
主
矩
「
谷
水
輿
洛
陽
諸
城
祉
的
関
係
初
探
」
前
掲
註
(
げ
)

)

0

(
日
)
洛
陽
市
文
物
鈷
探
管
理
緋
公
室
資
料
室
「
二

O
O八
年
二
月
洛

陽
市
文
物
鈷
探
管
理
対
公
室
鈷
探
」
(
ア
土
佐
「
谷
水
奥
洛
陽
諸
域
社

的
関
係
初
探
」
前
掲
註
(
げ
)
)
。

(
鈎
)
洛
陽
市
文
物
鈷
探
管
理
森
公
室
資
料
室
「
一
九
八
八
年
七
月
洛
陽

市
文
物
鈷
探
管
理
対
公
主
鈷
探
」
(
王
位
「
火
口
水
奥
洛
陽
諸
城
祉
的

関
係
初
探
」
前
掲
註
(
口
)

)

0

(
幻
)
拙
著
『
束
漢
貌
営
南
北
朝
都
城
境
域
研
究
』
(
前
掲
註
(
日
)
)
は

二
O
O九
年
三
月
の
刊
行
時
貼
で
洛
陽
市
文
物
考
古
隊
、
枇
曾
科
的
晶
子

院
考
古
隊
な
ど
洛
陽
市
の
考
古
向
学
関
係
者
各
位
に
は
漏
れ
な
く
行
き

渡
っ
て
い
る
。
現
地
に
お
い
て
考
古
関
係
者
に
は
洛
陽
盆
地
の
水
系

復
元
を
合
む
環
境
考
古
皐
の
必
要
性
を
説
い
て
き
た
が
、
洛
陽
文
物

工
作
隊
の
王
矩
の
論
考
に
よ
り
そ
の
成
果
が
賓
話
さ
れ
た
こ
と
は
大

愛
に
意
義
深
い
。

(
勾
)
拙
著
『
千
年
帝
都
洛
陽
ー
ー
そ
の
遺
跡
と
人
文
・
自
然
環
境

|
|
』
前
掲
註

(
2
)
、
二
二
七
頁
。

(
お
)
鄭
州
大
墜
歴
史
向
学
院
・
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
「
洛
陽
東
周
王
城
東

城
培
遣
社
設
掘
筒
報
」
『
十
人
物
』
二

O
O
八
年
第
八
期
。

(
弘
)
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
『
考
古
年
報
』
二

O
一
O
年。

(
お
)
含
嘉
倉
に
関
す
る
愛
掘
報
告
書
と
し
て
は
、
河
南
省
博
物
館
・
洛

陽
市
博
物
館
「
洛
陽
陪
唐
含
嘉
倉
的
援
掘
」
『
文
物
』
一
九
七
二
年

第
三
期
と
洛
陽
文
物
工
作
隊
「
洛
陽
合
嘉
倉
一
九
八
八
年
後
掘
筒

報
」
「
文
物
」
一
九
九
二
年
第
三
期
と
が
翠
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
報
告
中
に
は
河
道
遺
構
に
闘
す
る
説
明
は
み
ら
れ
ず
、
掲
載
の
闘
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版
(
園
四
)
の
中
で
遺
構
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
に
止
ま
る
。
一
九

七
四
年
の
愛
掘
(
古
倉
街
南
端
の
洛
陽
銭
路
分
局
職
工
馨
院
改
築
現

場
)
に
係
る
河
遁
遺
構
の
状
況
は
、
方
孝
廉
・
謝
虎
君
「
洛
陽
含
嘉

倉
的
後
掘
出
火
研
究
」
(
『
洛
陽
博
物
館
建
館
五
O
周
年
論
文
集
』
洛
陽

博
物
館
、
大
象
出
版
祉
、
二

0
0
八
年
)
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る

(
六
七
1

六
八
頁
「
含
嘉
倉
漕
渠
時
間
頭
(
埠
頭
)
護
掘
」
)

0

(
お
)
王
矩
「
谷
水
輿
洛
陽
諸
城
壮
的
関
係
初
探
」
前
掲
註

(η)
、
八

一
・
八
二
頁
。

(
幻
)
拙
著
『
千
年
帝
都
洛
陽
ー
ー
そ
の
遺
跡
と
人
文
・
自
然
環
境

|
|
』
前
掲
註

(
2
)
、
二
二
八
頁
。

(
お
)
北
貌
以
前
に
は
玉
城
の
西
北
か
ら
西
城
壁
沿
い
に
「
死
穀
」
と
稽

さ
れ
る
奮
河
遁
が
あ
っ
た
が
(
『
水
経
注
』
穀
水
篠
)
、
こ
れ
に
再
度

河
這
愛
移
を
生
じ
た
も
の
が
現
在
の
河
道
で
あ
る
。
そ
の
地
勢
か
ら

王
城
の
西
北
に
引
水
地
黙
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
封
し
、
本
文
に

翠
げ
た
『
述
征
記
』
の
記
事
か
ら
王
城
の
束
北
に
渠
首
が
設
け
ら
れ

た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
現
地
の
地
勢
(
南
北
に
一
二
メ
ー
ト
ル
以

上
の
高
低
差
が
あ
る
)
を
み
る
に
洛
水
の
河
道
が
王
城
の
北
側
を
回

る
可
能
性
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
状
況
か
ら
洛
水
を
引
き
入
れ
た
先

す
な
わ
ち
引
水
の
到
達
地
鮪
と
し
て
『
述
征
記
』
の
内
容
は
理
解
す

る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
王
城
の
東
城
壁
の
外
側
に
春
秋
戦
園
以
前

に
河
遁
が
存
在
し
た
こ
と
が
岡
三
か
ら
譲
み
取
れ
る
。
外
濠
と
現
解

す
べ
き
で
あ
る
が
、
春
秋
戦
園
期
の
暦
位
の
上
面
に
あ
る
漢
代
の
堆

積
が
河
遁
の
沖
積
で
あ
る
と
は
報
告
書
(
前
掲
註
(
お
)
)
に
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。
「
述
征
記
』
の
内
容
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
今
後

考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(
お
)
渥
水
水
系
の
諮
問
題
に
つ
い
て
は
拙
著
『
千
年
帝
都
洛
陽
|
|
そ

の
遺
跡
と
人
文
・
自
然
環
境
|
|
』
前
掲
註
(
2
)
、
二
二

O
l
二

二
六
頁
、
千
金
掲
遣
は
札
に
つ
い
て
は
二
二
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
九
龍
墓
よ
り
下
流
は
平
坦
な
地
形
と
な
る
た
め
渥
水
は
河
道

愛
移
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

(ω)
中
園
枇
舎
科
向
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漠
貌
故
城
工
作
隊
「
北
貌
治

陽
外
郭
城
和
水
遁
的
勘
査
」
『
考
古
」
一
九
九
三
年
第
七
期
。
な
お

筆
者
も
分
金
溝
村
の
西
端
一
一
一
一

O
園
這
脇
の
下
水
管
敷
設
工
事
の
際

に
(
二

O
O
五
年
一
一
月
)
砂
土
の
沖
積
を
確
認
し
て
い
る
(
拙
著

『
千
年
帝
都
洛
陽
ー
ー
そ
の
遺
跡
と
人
文
・
白
然
環
境
|
|
』
前
掲

註
(
2
)
、
九
四
頁
)

0

『
水
経
注
疏
』
の
疏
文
に
は
、
「
舎
貞
按
、

『
洛
陽
伽
藍
記
』
、
出
閤
闇
門
外
七
里
、
長
分
橋
。
中
朝
時
以
穀
水

峻
念
、
注
子
城
下
、
多
壊
民
家
、
立
石
橋
以
限
之
。
長
則
分
流
入
浴
、

故
名
日
長
分
橋
。
或
日
、
亙
日
河
閲
王
在
長
安
、
遣
張
方
征
長
沙
玉
、

管
軍
子
此
、
因
名
張
方
橋
(
舎
貞
按
ず
る
に
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
、
閤

闇
門
を
外
に
出
る
こ
と
七
里
は
、
長
分
橋
な
り
。
中
朝
(
耳
日
朝
)
の

時
、
穀
水
の
峻
急
に
し
て
、
城
下
に
注
ぎ
、
多
く
民
家
を
壊
す
を
以

て
、
石
橋
を
立
て
以
て
こ
れ
を
限
る
。
長
じ
て
則
ち
分
流
し
洛
に
入

る
、
故
に
名
づ
け
て
長
分
橋
と
い
う
と
。
或
は
い
う
、
亙
円
の
河
間
王
、

長
安
に
あ
り
て
、
張
方
を
遣
は
し
長
沙
王
を
征
す
る
に
、
軍
を
こ
こ

に
管
す
、
因
り
て
張
方
橋
と
名
づ
く
と
こ
と
あ
り
、
長
分
橋
(
張

分
橋
)
の
所
在
を
語
る
も
の
と
解
盟
押
し
て
い
る
。

(
乱
)
銭
図
群
『
漢
貌
洛
陽
城
遺
祉
研
究
』
「
前
一
百
」
前
掲
註
(
児
)

0

(
沼
)
中
園
科
向
学
院
考
占
研
究
所
洛
陽
工
作
隊
「
漠
貌
洛
陽
城
初
歩
勘

査
」
『
考
古
」
一
九
七
三
年
第
四
期
、
中
図
利
合
同
科
向
学
院
考
士
門
研
究
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所
洛
陽
漢
貌
故
城
工
作
隊
「
北
貌
洛
陽
外
郭
城
和
水
道
的
勘
査
」
前

掲
註
(
初
)

0

(
お
)
遺
構
は
南
北
一

O
四
八
メ
ー
ト
ル
、
東
一
曲
二
五

0
メ
ー
ト
ル
、
一
二

城
か
ら
成
る
が
、
近
年
の
調
査
で
は
最
南
端
の
城
壮
(
丙
城
)
が
貌

の
明
帝
期
に
造
ら
れ
八
王
の
乱
の
舞
吉
室
と
な
っ
た
所
謂
余
塘
城
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
北
方
に
あ
る
二
つ
の
城
祉
(
甲
・
乙
城
)
に
つ
い
て

は
、
北
貌
期
の
路
市
遺
構
の
上
刊
に
あ
る
こ
と
よ
り
如
何
な
る
遺
構

で
あ
る
の
か
、
北
貌
金
塘
宮
と
の
関
係
等
々
今
後
議
論
さ
れ
る
べ
き

課
題
で
あ
る
。
中
凶
枇
舎
科
向
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漠
貌
故
城
隊

「
漠
貌
洛
陽
故
城
金
塘
城
社
後
掘
筒
報
」
『
考
古
」
一
九
九
九
年
第

三
期
、
銭
園
鮮
『
漢
一
貌
洛
陽
城
遣
社
研
究
』
「
前
ニ
一
日
」
前
掲
註
(
ロ
)

C

(
弘
)
『
水
経
注
』
穀
水
僚
で
は
漠
宮
崎
陽
門
(
北
貌
西
明
門
、

I
披
城

門
)
よ
り
城
内
に
入
る
渠
道
、
な
ら
び
に
漠
中
東
門
(
北
貌
東
陽
門
、

医
競
城
門
)
と
漠
望
京
門
(
北
貌
青
陽
門
、

X
競
城
門
)
か
ら
域
外

に
出
る
渠
這
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
考
古
準
調
査
で
は
未
だ
に
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
咽
披
城
門
(
漠
上
東
門
、
北
貌
建
春
門
)

で
は
縛
築
溝
道
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
幅
は

0
・
七
[
一
メ
ー
ト

ル
と
狭
く
渠
遁
に
係
る
城
内
よ
り
の
排
水
溝
と
は
考
え
に
く
い
。
中

図
利
曾
科
向
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漠
貌
故
城
T
1

作
隊
「
漠
貌
洛
陽
城

北
貌
建
春
門
遺
祉
的
愛
掘
」
『
考
古
』
一
九
八
八
年
第
九
期
。

(
お
)
中
岡
枇
曾
科
向
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
漠
貌
故
城
隊
「
漠
貌
洛
陽
故

城
金
塘
城
北
愛
掘
筒
報
」
前
掲
註
(
お
)

0

(
お
)
七
三
年
報
告
で
は
常
該
遺
構
を
第
三
文
と
結
び
附
け
て
考
え
た
が
、

金
塘
城
の
調
査
報
告
「
漢
貌
洛
陽
故
城
金
塘
城
社
後
掘
筒
報
」
(
前

掲
註
(
お
)
)
で
は
こ
れ
を
改
め
七
三
年
報
告
中
で
描
出
し
た
河
道

痕
を
消
去
し
て
い
る
。
第
三
支
は
開
撃
時
期
が
下
る
と
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
首
該
河
遁
痕
は
第
二
支
に
充
て
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

(
幻
)
明
堂
遣
社
は
霊
蓋
と
昨
棄
の
聞
に
位
置
し
、
南
北
四

O
O
メ
l
ト

ル
、
東
西
三
八
六
メ
ー
ト
ル
、
中
央
に
位
置
す
る
奈
土
基
壇
は
固
形

を
呈
し
、
そ
の
直
径
は
約
六
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
・

Tπ
一
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
固
形
基
壇
は
中
心
に
方
形
の
建
築
物
を
配
し
、
周
聞
を
固

形
の
回
廊
が
取
り
巻
く
と
い
う
プ
ラ
ン
を
有
し
て
い
る
。
『
洛
陽
伽

藍
記
』
巻
三
城
南
に
は
、
正
光
中
、
昨
薙
の
西
南
に
明
堂
が
築
造
さ

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
代
か
ら
の
も
の
を
活
用
し
た
も

の
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
。
銭
図
鮮
『
漠
貌
洛
陽
城
遺
祉
研
究
』

「
前
言
」
前
掲
註
(
ロ
)
。

(
お
)
霊
塞
遺
壮
で
は
南
北
四
一
メ
ー
ト
ル
、
東
西
三
一
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
八
メ
ー
ト
ル
の
奔
土
基
坦
が
残
存
し
て
い
る
。
中
国
枇
合
科
由
学
院

考
古
研
究
所
洛
陽
工
作
隊
「
漢
貌
洛
陽
城
南
郊
的
霊
蓋
遣
社
」
『
考

古
』
一
九
七
八
年
第
一
期
。

(
ぬ
)
中
園
祉
曾
科
事
院
考
古
研
究
所
『
漠
貌
洛
陽
故
城
南
郊
櫨
制
建
築

遣
社
一
九
六
二
1

一
九
九
二
年
考
古
渡
掘
報
告
』
文
物
出
版
祉
、

二
O

会

O
年
、
第
三
章
昨
羅
遺
祉
。

(ω)
大
城
東
南
隅
の
欣
況
と
し
て
楊
守
敬
は
『
水
経
注
園
』
の
中
に
束

に
向
か
っ
て
分
校
す
る
渠
這
を
書
き
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
封
し
、

同
組
誤
「
北
貌
洛
陽
伽
藍
園
」
(
森
鹿
一
一
一
『
洛
陽
伽
藍
記
・
水
経
注

(
抄
)
」
(
中
凶
古
典
文
皐
大
系
二
一
、
平
凡
枇
、
一
九
七
四
年
)
添

附
の
「
北
貌
洛
陽
伽
菜
園
」
は
首
該
国
に
依
擦
)
で
は
東
南
隅
の
渠

這
を
描
か
ず
、
大
城
東
城
壁
の
中
央
部
か
ら
東
に
向
か
う
一
僚
の
渠

遁
の
み
表
記
し
て
い
る
。
七
旦
橋
の
所
在
か
ら
み
て
も
渠
逗
の
表
記
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で
は
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
る
。
周
組
諜
『
洛
陽
伽
藍
記
校

緯
』
(
中
国
古
代
都
城
資
料
選
刊
、
中
華
書
局
、
第
二
版
、
二

O
一

O
年
)

0

(
剖
)
銭
岡
群
『
漢
貌
洛
陽
城
遺
祉
研
究
』
「
前
一
一
百
」
前
掲
註
(
ロ
)
。

(
位
)
僅
師
市
文
物
管
理
局
「
漠
貌
洛
陽
城
東
陽
渠
・
鴻
池
阪
考
古
勘
察

簡
報
」
『
華
夏
考
古
」
二

O
二
年
第
一
期
。

(
必
)
僅
師
商
城
の
中
央
部
を
東
西
に
貫
く
水
溝
の
存
在
は
以
前
よ
り
確

認
さ
れ
て
い
た
。
杜
金
鵬
・
王
息
子
菜
『
催
師
商
城
遺
祉
研
究
』
、
科

挙
出
版
枇
、
二

O
O
四
年
。

(
叫
)
鴻
池
阪
遺
祉
の
所
在
は
『
水
経
注
』
穀
水
候
に
引
く
「
百
官
志
」

に
洛
陽
の
東
二
十
里
と
記
さ
れ
る
里
程
に
符
合
す
る
と
考
古
隊
は
考

え
て
い
る
。
値
師
市
文
物
管
理
局
「
漢
貌
洛
陽
城
東
陽
渠
・
鴻
池
阪

考
士
円
勘
察
筒
報
」
前
掲
註
(
必
)
、
二
五
頁
。

(
日
制
)
値
師
市
文
物
管
理
局
「
漠
貌
洛
陽
城
東
陽
渠
・
鴻
池
阪
考
古
勘
察

筒
報
」
前
掲
註
(
位
)
、
二
三
頁
。

(
川
町
)
僅
師
市
文
物
管
理
局
「
漢
貌
洛
陽
城
東
陽
渠
・
鴻
池
阪
考
古
勘
察

簡
報
」
前
掲
註
(
位
)
、
二
五
百
八
。

(
釘
)
『
水
経
注
」
巻
一
五
洛
水
僚
に
「
洛
水
束
、
蓬
九
曲
南
、
其
地
十

里
有
坂
九
曲
(
治
水
東
し
て
、
九
曲
の
南
を
淫
る
、
其
の
地
は
十
里

に
坂
の
九
た
び
曲
す
る
も
の
あ
り
)
」
と
あ
る
の
は
そ
の
例
詮
で
あ

る。

(
必
)
九
曲
漬
を
陽
渠
南
道
と
す
る
な
ら
ば
、
都
水
使
者
陳
狼
が
穿
っ
た

洛
日
よ
り
九
曲
を
一
経
て
青
陽
門
に
い
た
る
運
渠
(
『
水
経
注
」
穀
水

僚
に
引
く
侍
暢
『
音
書
」
)
と
は
正
に
こ
の
南
這
を
指
す
と
い
え
よ

、つノ。

(ω)
「
水
経
注
」
穀
水
倹
で
は
鴻
池
阪
の
記
事
の
後
ろ
に
七
里
澗
お
よ

び
放
人
橋
(
石
梁
)
の
記
事
を
入
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
橋
は
洛
陽

宮
を
去
る
こ
と
六
・
七
里
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
愛
掘
さ
れ
た
鴻
池
肢

の
遺
構
と
の
位
置
関
係
に
お
い
て
里
程
が
全
く
合
わ
な
い
。
錯
簡
の

可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
錯
簡
が
認
め
ら
れ

る
場
合
、
七
里
澗
お
よ
び
放
人
橋
(
石
梁
)
は
考
古
隊
が
確
認
し
て

い
る
自
然
溝
の
何
れ
か
に
比
定
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
他
、

穀
水
僚
で
は
宅
段
の
南
を
陽
渠
水
は
通
過
し
て
い
る
。

-
E

宅
段
を
催
師

商
城
遺
品
札
に
比
定
す
る
か
否
か
は
今
後
を
期
す
問
題
で
あ
る
が
(
昨

今
で
は
松
丸
這
雄
の
伊
予
城
説
も
有
力
で
あ
る
。
松
丸
這
雄
「
閥
子

値
師
商
城
和
伊
予
関
係
的
仮
説
」
『
三
代
考
古
」
三
、
二

O
O九
年
)
、

鄭
這
元
が
相
官
師
尚
城
遺
祉
を
宅
肢
と
認
識
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の

中
央
部
を
貫
通
し
て
い
る
水
渠
遺
構
は
内
容
的
に
矛
盾
す
る
。
商
城

遣
社
の
南
側
を
逼
過
す
る
も
う
会
候
の
水
渠
が
存
在
し
て
い
る
と
考

え
る
な
ら
ば
矛
盾
は
な
い
。

(
叩
)
恨
師
市
文
物
管
理
局
「
漢
貌
洛
陽
城
東
陽
渠
・
鴻
池
殴
考
古
勘
察

簡
報
」
前
掲
註
(
必
)
、
二
三
、
二
五
頁
。

(
日
)
俵
師
牒
城
の
所
在
に
つ
い
て
は
拙
著
『
千
年
帝
都
洛
陽
ー
ー
そ
の

遺
跡
と
人
文
・
自
然
環
境
|
|
』
前
掲
註
(
2
)
、
二

O
八
1
一一一

O
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
臼
)
「
議
史
方
輿
紀
要
』
巻
四
八
河
南
三
河
南
府
洛
陽
牒
金
火
口
澗
に
は

河
南
府
(
現
在
洛
陽
市
老
城
匡
)
の
東
北
七
里
と
す
る
。

(
日
)
拙
稿
「
洛
陽
か
ら
四
方
に
通
じ
る
大
這
と
そ
の
遺
跡
」
『
士
円
代
東

ア
ジ
ア
の
道
路
と
交
通
』
勉
誠
出
版
、
二

O
一
一
年
、
一
四
八
l
一

五
O
頁。
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(
日
)
余
水
河
の
河
火
口
(
窯
潟
村
北
)
を
以
て
余
谷
を
考
え
る
こ
と
の
見

通
し
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
白
居
易
の
暮
ら
し
た
洛
陽
」
(
『
白
居
易

研
究
年
報
』
第
一

O
競
、
二

O
O九
年
、
一
一
一
一
一
一
頁
)
に
て
銃
に
示

し
て
い
る
。
そ
の
際
、
①
1

③
を
擦
り
所
と
し
て
所
見
を
述
べ
た
が
、

そ
の
後
考
詮
を
重
ね
更
な
る
論
擦
を
得
る
に
い
た
っ
た
。

(
日
)
『
亘
墨
田
』
巻
一

O
三
劉
曜
載
記
、
「
陪
書
』
巻
六
三
楊
玄
感
惇
。

(
日
)
葬
地
に
金
谷
の
銘
を
持
ち
、
出
土
地
が
郷
村
レ
ベ
ル
で
特
定
さ
れ

る
も
の
に
限
定
し
た
金
谷
関
係
墓
誌
資
料
を
一
ぶ
す
が
、
紙
幅
の
都
合

上
資
料
中
に
は
氏
名
、
出
土
地
(
洛
陽
市
略
)
、
所
載
資
料
に
限
っ

て
記
載
し
て
い
る
。
な
お
、
洛
陽
地
垣
間
土
墓
誌
の
卒
葬
地
に
関
し

て
は
、
余
扶
危
・
張
剣
『
洛
陽
出
土
墓
誌
卒
葬
地
資
料
匪
編
』
(
北

京
岡
書
館
山
版
枇
、
二

O
O
二
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
川
潔
(
張
羊
村
の
西
北
、
家
の
南
、
①
⑤
⑥
)
、
陳
府
君
夫
人

王
氏
(
火
口
水
鎮
の
束
、
④
)
、
高
安
期
(
北
楊
凹
村
の
南
、
③

④
)
、
妓
人
張
氏
(
張
嶺
村
、
③
)
、
李
捻
持
(
孟
津
豚
管
地
村
、

②
③
)
、
楊
基
(
家
一
頭
村
、
虚
村
の
問
、
③
)
、
高
要
(
西
北
王

山
、
③
)
、
李
夫
人
(
西
陵
溝
村
、
③
)
、
元
溶
(
北
島
呂
里
村
、

②
③
)
、
焚
氏
六
娘
七
娘
九
娘
同
葬
(
孟
津
牒
王
山
の
西
南
、

②
③
)
、
元
思
忠
(
家
頭
村
、
③
)
、
王
夫
人
(
李
凹
村
、
②

③
)
、
一
正
直
(
(
片
目
黒
村
、
②
③
)
、
張
口
夫
人
源
氏
(
苗
議
村
、

③
)
、
雇
伯
卿
夫
人
崖
氏
(
管
里
村
、
③
)
、
劉
茂
貞
(
管
里
村
、

②
③
)
、
虚
氏
夫
人
(
水
泉
村
、
③
)
、
楊
思
立
(
水
泉
村
、

③
)
、
李
爆
(
張
嶺
村
、
③
)
、
李
同
(
張
嶺
の
南
地
、
③
)
、

日
君
夫
人
李
氏
(
差
村
、
②
)
、
陳
口
夫
人
王
氏
(
火
口
水
鎮
の

束
、
④
)
、
公
孫
思
観
(
家
頭
村
、
③
)
、
張
羊
(
孟
津
豚
後
李

村
、
③
)
、
索
行
(
苗
家
溝
、
②
③
)
、
夏
噸
(
管
庄
村
、
②

③
)
、
李
知
日
(
竿
坂
村
、
③
④
)
、
李
岐
(
東
陵
海
村
の
西
北
、

③
)
、
梁
瑛
(
東
陵
溝
村
の
西
、
③
)
、
冠
鏑
(
家
頭
村
、
③

④
)
、
李
夫
人
(
家
頭
村
、
③
)
、
蘇
H
菜
(
管
里
村
、
②
③
)
、

陳
蟻
(
火
口
水
銀
束
、
④
)
o

以
上
三
三
例
。

(
上
記
所
載
資
料
一
①
超
高
里
『
漠
貌
南
北
朝
慕
誌
集
樺
』
科
墜
出

版
壮
、
一
九
五
六
年
、
②
河
南
省
文
物
研
究
所
・
洛
陽
地
匡
文
管
所

『
千
唐
誌
蔚
戒
誌
』
文
物
出
版
祉
、
一
九
八
四
年
、
③
洛
陽
古
代
石

刻
雲
術
館
『
陪
唐
五
代
墓
誌
匿
編
』
(
洛
陽
巻
)
天
津
士
円
籍
出
版
壮
、

一
九
九
一
年
、
④
洛
陽
文
物
工
作
隊
『
洛
陽
出
土
照
代
墓
誌
輯
縄
』

中
岡
壮
曾
科
皐
出
版
壮
、
一
九
九
一
年
、
⑤
越
力
光
『
鴛
驚
七
誌
蒲

磁
石
』
三
秦
出
版
祉
、
一
九
九
五
年
、
⑥
毛
遠
明
『
漠
貌
六
朝
碑
刻

校
注
』
線
装
書
局
、
二

O
O
八
年
。

(
貯
)
鳳
風
蓋
に
つ
い
て
山
土
地
が
確
認
さ
れ
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。

京

r
H
一
一
大
保
四
年
(
五
五
一
二
)
一

O
月
二
六
日
、
葬
日
一
関
皇
九
年

(
五
八
九
)
一

O
月
一
日
、
超
高
旦
『
漠
貌
南
北
朝
墓
誌
集
稗
』
前

掲
注
(
日
)
、
園
版
三
七
六
、
洛
陽
古
代
石
刻
義
術
館
『
陪
『
層
五
代
墓

誌
匪
編
』
(
洛
陽
春
)
前
掲
注
(
日
)
、
会
二
。

(
隠
)
外
村
中
「
西
垣
日
の
滋
岳
の
閑
居
と
山
水
論
に
つ
い
て
」
『
ラ
ン
ド

ス
ケ

1
ブ
研
究
』
六
八
(
二
)
、
二

0
0
四
年
。

(
印
)
越
振
華
・
何
漢
儒
「
唐
代
洛
陽
郷
里
方
位
初
探
」
『
洛
陽
出
土
墓

志
研
究
文
集
』
(
洛
陽
古
代
雲
術
館
編
、
朝
華
山
山
版
祉
、
二

O
O
二

年
)
で
は
第
四
節
で
梓
津
に
つ
い
て
現
在
の
孟
津
豚
西
南
部
に
充
て

て
考
え
て
い
る
。
会
九
三
六
年
洛
陽
市
玉
村
出
土
の
北
貌
「
赫
連
悦

墓
誌
」
に
は
葬
地
と
し
て
梓
濯
が
記
さ
れ
る
。
唐
以
前
の
梓
津
の
匝
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域
に
つ
い
て
唯
一
確
認
で
き
る
墓
誌
資
料
で
あ
る
。
超
高
里
『
漢
貌

南
北
朝
墓
誌
集
穣
』
前
掲
注
(
日
)
、
園
版
五
八
八
。

(ω)
郭
長
軍
「
金
谷
園
方
位
諸
説
之
排
析
」
『
河
洛
春
秋
』
二

0
0
五

年
第
四
期
。

(
日
)
楊
仁
方
芸
誌
一
河
南
省
文
物
研
究
所
・
洛
陽
地
匝
文
比
呂
所
編
『
千

唐
誌
粛
蔵
誌
」
前
掲
注
(
日
)
、
上
皿
山
六
八
頁
、
洛
陽
古
代
石
刻
塞
術

館
編
『
陪
唐
五
代
墓
誌
匿
編
」
(
洛
陽
春
)
前
掲
注
(
日
刊
)
、
三
二

八
。
楊
基
某
誌
一
『
千
唐
誌
斎
戒
誌
』
上
珊
六
九
頁
。

(
臼
)
金
靖
城
に
つ
い
て
は
一
九
九
五
年
よ
り
九
七
年
に
か
け
て
枇
曾
科

島
ナ
院
考
占
隊
に
よ
る
愛
掘
が
な
さ
れ
、
編
披
丙
城
が
貌
耳
目
期
の
金
塘

城
で
あ
り
、
俗
稽
阿
頭
墳
な
る
小
土
正
が
百
尺
棲
の
遺
構
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
(
中
園
枇
合
科
向
学
院
考
占
研
究
所
洛
陽
漢
貌

故
城
隊
「
漢
貌
洛
陽
故
城
金
塘
城
祉
愛
掘
筒
報
」
、
前
掲
注
(
お
)

)

0

注
文
に
一
不
さ
れ
る
金
塘
城
を
丙
城
に
限
定
す
る
と
、
束
、
南
へ
の
分

校
に
つ
い
て
は
貌
音
段
階
で
す
で
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

、ν

(
日
)
戴
震
校
訂
の
官
校
宋
本
に
よ
る
。
永
印
刷
米
大
典
、
本
に
は
嘗
該
記
事
な

し
。
楊
守
敬
は
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
七
二
注
引
『
水
経
注
』
に
「
金

塘
城
在
洛
陽
城
西
北
角
」
と
あ
る
貼
、
並
び
に
『
文
選
』
贈
答
三
陸

士
龍
「
潟
顧
彦
先
時
間
婦
詩
」
注
引
陸
機
『
洛
陽
記
』
お
よ
び
『
通

典
』
巻
一
七
七
河
南
府
洛
州
洛
陽
豚
に
洛
陽
城
の
西
北
の
角
に
金
塘

城
が
あ
る
と
記
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
戴
震
の
増
補
を
是
と
し
て
注
文

に
揚
げ
て
い
る
。
金
塘
城
の
所
在
確
認
と
い
う
貼
の
み
に
楊
守
敬
の

議
論
は
あ
り
、
金
谷
水
の
問
題
ま
で
含
め
た
覗
黙
を
有
し
て
い
な
い
。

(
臼
)
郭
長
軍
は
紅
山
郷
業
坪
村
(
金
水
河
東
岸
)
に
比
定
す
る
(
郭
長

軍
「
今
日
黍
坪
村
首
年
金
谷
園
」
『
河
洛
春
秋
』
二

O
O
三
年
第
二

期
)
。
ま
た
二

0
0
五
年
末
、
郭
長
軍
は
鳳
風
蓋
、
河
陽
、
白
鶴
鎮

三
説
の
矛
盾
か
ら
こ
れ
ら
を
い
台
定
し
、
そ
こ
か
ら
秦
坪
村
の
正
賞
性

を
導
く
論
考
を
護
表
し
た
(
郭
長
一
車
「
金
谷
困
方
位
諸
説
之
排
析
」

『
河
洛
春
秋
』
二

O
O
五
年
第
四
期
)
。
鳳
風
蓋
説
、
河
陽
説
以
外

に
も
白
鶴
説
が
奉
げ
ら
れ
る
。
白
鶴
説
は
王
正
新
「
金
谷
園
遺
壮

考
」
『
河
洛
春
秋
』
二

0
0
0年
第
一
期
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
石
崇
「
金
谷
詩
絞
」
に
あ
る
「
河
南
界
」
を
黄
河
南
界

(
南
岸
)
と
解
揮
し
、
金
久
口
問
遺
祉
を
白
鶴
鎮
東
北
二
里
の
黄
河
灘

中
と
す
る
が
、
郭
長
軍
は
ρ

牒
“
字
の
紋
落
で
河
南
豚
界
と
解
盟
押
し

て
い
る
。
『
太
平
安
宇
記
』
巻
三
河
南
府
河
南
牒
金
谷
に
は
石
崇
の

「
金
谷
詩
紋
」
を
引
い
て
「
有
別
麗
在
河
南
牒
界
金
谷
澗
中
」
と
記

す
。
こ
こ
で
は
グ
豚
μ

が
確
認
で
き
る
。
郭
長
軍
の
見
方
は
的
確
で

あ
る
。

(
山
山
)
洛
陽
市
の
中
心
部
に
あ
る
解
放
路
、
洛
陽
爆
の
西
南
で
は
金
谷
の

名
稀
を
冠
す
る
地
名
が
現
存
す
る
。
唐
の
苑
固
か
金
谷
岡
が
の
所
在

地
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
比
定
も
含
め
本
来
の
金
火
口
お
よ
び
金
火
口
水
と

の
閥
係
は
明
確
で
は
な
い
。

(
前
)
拙
著
『
千
年
帝
都
洛
陽
ー
ー
そ
の
遺
跡
と
人
文
・
自
然
環
境

|
|
』
前
掲
注

(
2
)
、
五
五
[
五
六
頁
。
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本
論
の

C
O
R
O
N
A
衛
星
章
像
に
つ
い
て
は
、
米
園
情
報
公
開
法
に
基
づ
き
、
京
都
大
同
学
大
皐
院
人
間
・
環
境
問
学
研
究
科
地
域
空
間
論
分
野
の
協
力
に
よ

り
使
用
し
て
い
る
。
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but with that reign of Emperor Wu, it began to be more bureacratized and ex

panded. This began with the full development of the organization of the menxia. 
Considering the result of the examination of correspondence of the neichao and 

the menxia of the junfu, we can see that they shared a common directionality. 

That being the case, the formation and strengthening of the shangshu and neichao 
that began in the period of the reign of Emperor Wu of the Former Han can be 

grasped as a nation-wide reaction and that was not limited to the central gov

ernment. 

A CONSIDERATION OF THE WATER RESOURCES 

OF THE GUSHUI RIVER IN LUOYANG 

DURING THE HAN-WEI PERIOD 

SHIOZAWA Hirohito 

In examining the environments that sustain cities as large-scale settlements, 

there is no questioning the fact that the water environment is an essential issue. 

This article deals with the extraordinary city of Luoyang during the Han-Wei 

period, and in examining its geographic location and the character of its river 

water in terms of quality and quantity, the existence of the Gushui ~7j( River, 

the third river of the Luoyang Basin, is recognized as the most important element 

of the water environment in sustaining the city. In this article, I publish the results 

of local surveys conducted intermittently while I was in Luoyang, as well as a re

construction of the Gushui waterways based on the reports of new excavations 

and the locations of systemic water-related archaeological sites and argue the 

place of the Gushui in the context of the environment sustaining the city. 

The mere mention of Luoyang brings to mind the geography of the city gov

erned by the Luoshui ¥-6-71<. River. However, the difference in relative elevations of 

the base of Mt. Mangshan t[j LlJ and the river's course is great, and thus there 

were many difficulties in making use of the Luoshui. People thus sought to 

use the Gushui (the modern-day Jianhe irs1 iilf River). However, it was the 

Yangqu i));J ~ Channel that was the irrigation channel that drew water from the 

Gushui. I had previously proposed the location of the Yangqu Channel on the basis 

of my topographical survey, and with the successive publication of the results of 
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archaeological surveys, my view has been confirmed as of 2011. While making re

ference to the latest archaeological findings, this article considers the various 

problems of the Gushui water system, such as the condition of the old course of 

the Gushui, the method of using the Yangqu Channel to transport water, the loca

tion of the Qianjin Barrage T~~, the water circulation problem of Luoyang Cas

tle, the role of the moat of the Biyong ~$,m imperial ceremonial site, and the ex

istence of two waterways, the northern and southern, within the eastern district 

of the Yangqu. 

Additionally, in considering the culture of Luoyang in the Wei-Jin period, the 

problem of the site of the Qingu valley ~::fr, which was the location of the activi

ties of the Twenty-Four Comrades of Qingu ~::fr=+lmfi:, also arises. Given the 

fact that the gullies below the Fenghuangdi 1\JI\.::: tableland in Mengjin jfu:)f Pre

fecture were unsuitable for human habitation according to the Shuijingzhu 7l'Ck~1±, 

this area is inappropriate. On the other hand, there is no record of the Qinshuihe 

~ 7]( iilJ River, which corresponds to the Chanshui iJI * River on the western 

edge of the Luoyang Basin, in the Shuijingzhu. Using evidence from other written 

sources such as epitaphs, I have discovered a misordered portion in the text of 

the Shuijingzhu. The Qingushui ~::fr-7]( River is in fact the Qinshuihe, and as it 

was precisely a river valley blessed with an excellent water environment, it was 

also a place where nobles of the Wei and Jin would go into reclusion. 

This precise information on the Gushui above is likely to become a basic, indis

pensable source for the study of Luoyang during the Han-Wei period. Exploring 

the water environment that is essential to the human living environment, we can 

glimpse an aspect of the environment required to sustain the large-scale settle

ment (city) that was Luoyang in the Han-Wei period. 

THE LEGACY OF BABUJAB: A PORTRAIT OF AN 

INNER MONGOLIAN AND HIS FAILED QUEST 

FOR MONGOLIAN INDEPENDENCE 

NAKAMI Tatsuo 

With the collapse of the Qing dynasty due to the outbreak of the Xinhai Re

volution in October 1911, Mongol nobles and high-ranking Buddhist priests in the 
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